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１． 平塚MAC発足の経緯 

（１）男女共同参画社会をめざして 

「男は仕事、女は家庭」に代表される性別役割分業意識は、あらゆる分野に存在し、

この意識が女性の経済的自立や男性の地域や家庭への参画を阻害しています。最

近では、「男は仕事、女は仕事も育児も介護も」という状況にあります。平塚市市民部

男女共同参画推進室は、平成 8 年度から平成 16 年度まで男女共同参画社会をめ

ざして、男性を対象にした「男の講座」を開催しました。 

 

（２）男の講座とは 

男の講座の講習内容は、男性が地域や家庭への参画するために必要な内容で、

多岐にわたる講座でありました。受講生は 1 回が 40 名から 50 名位で、当初は 1 年

に 12 回開催されましたが、平成 16 年には 5 回に減ってしまいました。受講生の中

から 8 名の企画委員を選出し、次年度の講座の内容を検討しました。4 回に及ぶ企

画委員会の議論の中から、受講生が家庭料理の講師になったり、ゴミのリサイクル施

設をバスで回り、環境問題を考える(特に「水」に関する講演や個人では見学できな

い焼却場、浄水場、下水処理場の見学等)のユニークな講座も行われました。講座の

開催に対しては企画委員が受付・司会進行等の講座運営を担当しました。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12 年 6 月 17 日の開講式の講演内容の一部です。 

① ようやくやってきた日本男性の変革期 

＊公民館主催の会で集まった人達に「好きなことを話し合って下さい」と言ったら

黙り込んでしまいました。結果として野球の話しかでませんでした。 

＊私が骨折をして家にいたとき、妻は家に殆どいないことが解りました。男が定年

を迎えたとき、日常生活の最低限のことができないと、生きていけないことを痛

感しました。 

平成 15年度 男の講座内容 

６月２１日 開講式 

７月１２日 
平塚を知る 

（金目の民権運動） 

８月２３日 料理を知る 

９月１３日 
福祉（年をとることを 

体験する） 

１０月 ２日 平塚の環境（焼却場） 

１０月２５日 男女平等の意識啓発 

１１月 ８日 
福祉預託制度 

（公開講座） 

１１月２２日 閉講式 

平成 14年度 男の講座内容 

６月２９日 開講式 

７月２０日 ジェンダーについて 

８月２４日 介護保険あれこれ 

９月 7 日 料理の基礎 

９月２８日 消費者問題 

10 月平日 

実施 

リサイクルの観点から環

境問題を学ぶ 

１１月 ９日 平塚歴史探訪 

１１月３０日 閉講式 
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＊企業で偉かった人も定年になると、急激に萎縮してしまうのを見てきました。ま

た定年と同時に公民館に行ったりして、いろいろなことに積極的になる人が増

えています。反面、中高年は「粗大ゴミ」「濡れ落ち葉」等とも言われています。 

＊妻へのアンケートで「食事・生活管理など家事について、夫がどこまでできるか」

で 50 代・60 代は成績が良くないと思ったら、結果は良い成績で良く健闘して

いることが解りました。 

＊男は能力がないわけでなく、企業戦士として頑張っており、マスコミが駄目男と

して宣伝しているだけで、企業戦士から解放されたことで中高年は頑張ってい

ると思います。 

＊会社人間が流動化してきたのは 2～3 年前で、特に 1 年前からは動きが活発

になってきています。 

② 地域活動入門・・・お父さんの平塚デビュー・・・ 

＊地域社会には命令系統がありません。（企業は命令で動く社会） 

＊シニアになってくると、シニアのもつ価値を考える必要があります。 

＊シニアとは人生を重ねた人・後任を指導できる人・引退した人・要介護者などと

言われてきたが、地域で働くことも良いし、社会の中で主たる生き方をしたいと

思う人が多くなってきています。 

＊日常生活の駄目親父に何ができるか、みんなで力を合わせて考えてみましょう。 

 

（３）平塚MAC発足の背景 

平成 11 年 2 月より「男の講座」の有志による OB 会が、平成 12 年 6 月 17

日 MN ビルにて開催された総会により、「平塚 MAC」として発足しました。平塚市へ

「ボランティア」団体として登録することにより、 

① 各種事業の案内や情報誌等が送られてくる。 

② 研修会・講習会などを実施したとき、市との共催事業として経費の一部の援助

を受けられる場合がある。 

③ 女性行政推進室（現在の男女共同参画推進室）が企画する事業のお手伝いを

実施することができる。 

④ 市の会議室を利用することができる。 

以上のことから、平成 12 年 4 月 1 日付で登録をしました。（まずは上記の権利が

得られることを確保するために平塚市への登録を優先し、総会での事後承認を得

た形となりました） 

40 名で発足した会員も「男の講座」の実施により、年々会員の増大が見込まれ

るため、平塚市へ「ボランティア」団体として登録するための会則から、組織運営の

ための会則への機運が高まり、平成 16 年 4 月 17 日の総会で全面的な見直しが

行われました。 
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１）会の名称について 

「この会の名称は平塚 MAC（Men’s Active life Club）とする」となっています

が、単純に英単語を羅列すると（Men’s Active Life  Club）であり、頭文字を

並べると MALC となります。長い間馴染んできた「平塚 MAC」の名称を変更せ

ず、（Men’s Active-life Club）として、会則には名称を「平塚 MAC」にしまし

た。 

２）会の目的について 

① 「この会は男女共同参画推進社会の発展に助力しながら、個人ライフを楽しみ

平塚市をきれいで、楽しく、住みよい街にすることを目的とする」とあります。発足

当時は平塚市へ「ボランティア」団体として登録するために必要でありました。現

在は個人ライフを楽しむことが主になっているように思われますが、平成１６年４

月１７日の定時総会では「平塚 MAC としてのボランティア活動のあり方が」が検

討されました。 

② 「平塚 MAC」発足の経緯が「男の講座」であり、その精神は今も継承されてい

ます。 

３）会員の資格について 

会則は「男の講座を受講した OB 及び受講している者で構成する」となってい

ましたが、「男の講座」は平成１６年で中止となりました。入会に門戸を開くため、

会員資格に「会員の推薦がある者」を加えました。平成１８年度からは会員の推薦

による入会者が増えました。 

 

（４）現在までの状況 

① 市民活動センターの設立 

平成１５年５月１日に平塚市民活動センターが JA ビル２階に設置され、平塚市

民活動センターが平塚 MAC の活動拠点となりました。平成３１年４月１日には、

JA ビルから平塚市見附町に移転しました。 

② ホームページの開設 

平成 12 年 7 月 1 日に会員の原囿さんが「男の講座」、平塚ＭＡＣを知ってもら

うことをメインに、歩く会、料理を楽しむ会を掲載して開設したのが最初でした。そ

の後原園さんの勤務先が人事異動で九州転勤になり、更新が停滞する時期があ

りましたが、平成２２年１１月１３日の役員会に、会員の杉山洋雄さんからホームペー

ジ更新のお手伝いの話があり、平成２３年 11 月 1２日に再更新の運びとなりました。 

内容は「一般の人が見ることができるのはトップページのみで『会員ページ』は

パスワードを入力しないと見ることができないことで、個人情報は保護された形と

なりました。 

③ 慶弔見舞金規定の制定と廃止 

会員相互の扶助を目的に、平成１６年に制定されましたが、１０年を経過した平

成２５年に廃止となりました。主な要因は 

・療養見舞金を受理した後、寄付金として返却されることが多くなった 
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・療養で会の行事に参加できなくなると、過剰な配慮から退会してしまう 

・多数の会員が不測の事態になったとき、資金面が限界になる 

・昨今、見舞いや弔意の規模を親しい友人や家族に縮小する傾向がある。 

制定からの１０年間に適用された内容は、 

結婚祝金  １名 

死亡弔慰金 ６名 

傷病見舞金 １５名 

④平塚 MAC のシンボルマークと会旗 

平成１６年５月に「平塚 MAC のシンボルマーク」を会員から募集、平成１６年１２

月の役員会で決定しました。シンボルマークの「会旗」は歩く会等の行事に使用

することを目的に作製され、平成１７年４月１６日の定時総会で披露されました。

「会旗」は下地が青の２０cm×５４cm の三角形で文字は白抜き、左よりシンボル

マークと平塚 MAC が平行に配列されています。シンボルマークは「多くの人が

集まり、手と手をつなぎ、一つの輪になり活動する」ことを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

監修 西田 良雄 

シンボルマーク 会旗 
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２．平塚MAC活動記録 

平成１２年度の活動内容 登録人員３８名 

 ６月１７日 総会（ＭＮビル） ２０名出席 

７月７～１１日 七夕車いすボランティア 

  平塚栗原ホーム養護者七夕見学会援助 延べ２１名参加 

 ７月２２日 サロン会（スナックバースディ） １３名参加 

  毎月第２火曜日に横浜ゴム常盤倶楽部で開催することが決まる 

 ９月１６日 キリンビアビレッジ（生麦）・東京電力見学（川崎） １３名参加 

 １１月１８日 料理教室（講師ママの会３名） ２２名参加 

 １１月２３日 鷹取山・吉沢自然観察会 ７名参加 

 １月２７日 新年会（スナックバースディ） １６名参加（会員外２名参加） 

 ２月１７日 料理教室（講師ママの会４名） ２１名参加 

 ３月２４日 鎌倉探訪（時宗シリーズの寺社見学） １５名参加 

囲碁を楽しむ会 毎月３回中央公民館で金曜日午後開催  

 サロン会 月１回横浜ゴム常盤倶楽部で開催  

 

平成１３年度の活動内容 登録人員４７名 

 ４月２２日 総会（中央公民館） ２２名出席 

４月２２～２３日 湯河原一泊懇親会 ２２名参加 

 
 ６月 ３日 平塚海岸清掃 ５名参加 

 ６月２２日 料理教室 ２０名参加 

 ９月１５日 料理教室 ２２名参加 

１１月１３～１４日 福島方面一泊バス旅行 １１名参加 

 １２月 ８日 大磯史跡巡り・・・大磯再発見 ２３名参加 

 １月２６日 新年会（天清） １９名参加 

 ２月１６日 東京下町グルメの旅 １３名参加 

 ３月１６日 料理を楽しむ会 ２２名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後中央公民館で開催 

サロン会  ８回開催 

機関紙「飛翔」の発行  平成１４年１月より毎月発行 
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平成１４年度の活動内容 登録人員６０名 

 ４月～６月 中央商店街落書き消しボランティア 

 ４月７～８日 箱根を歩いて温泉に入る １５名参加 

 ４月２０日 総会と懇親会 中央公民館 ３２名出席 

 ６月１～２日 東京電力柏崎・刈羽原子力発電見学一泊旅行 ２４名参加  

 
 ６月１５日 料理を楽しむ会 １９名参加 

７月  中央商店街七夕飾りづくりと七夕清掃 

 ９月１４日 料理を楽しむ会 ２３名参加 

 １０月１９日 ぶらり土屋の里巡り ２１名参加 

 １１月１７日 紅葉の大山ハイキング １６名参加 

 １２月１４日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

 １月１８日 新年会（スナックバースディ） ３１名参加 

 ２月１６日 小江戸川越見学 １７名参加 

 ３月１５日 東京電力ＩＨで料理を楽しむ会 ３１名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後中央公民館で開催 

サロン会 毎月第４水曜日に居酒屋「どんどん」で開催 １２回 

機関紙「飛翔」の発行  １６号になる 

 

平成１５年度の活動内容 登録人員６７名 

 ４月１９日 総会 神奈中「てんてん」 ４３名出席 

 ４月１９日 懇親会 神奈中「てんてん」 ４０名参加 

 ５月１８日 歩く会 （宇佐美・須雲山） １１名参加 

 ６月 ８日 歩く会 （宝戒寺・鎌倉宮・報国寺他） １３名参加 

 ７月 中央商店街七夕飾りづくりと七夕清掃 １０名参加 

   

 

 

 

 

 



-7- 

 ７月 ５日 料理を楽しむ会 １９名参加 

 ７月３１日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ９名参加 

 ８月 ２日 歩く会（大雄山最乗寺・アサヒビール工場見学） ２２名参加 

 ９月２０日 料理を楽しむ会 １７名参加 

 ９月２８日 歩く会（鎌倉円海山・六国峠） １５名参加 

 １１月１８日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ８名参加 

 １２月１３日 歩く会（箱根旧道を歩き湯本へ） １３名参加 

 １２月２０日 学習会（会員から学ぶ） ３１名参加 

 １２月２０日 親睦会（スナック「エンドレス」） ２３名参加 

 １月１７日 新年会（レストラン「よし」） ３４名参加 

 ２月１１日 歩く会（矢切の渡し・柴又帝釈天） ３２名参加 

 ３月２０日 料理を楽しむ会 ２８名参加 

 ３月２８日 歩く会（弘法山で花見） １７名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 ４～８名参加 合計４１回開催 

サロン会  毎月第４水曜日に居酒屋「どんどん」で開催 １０～１２名の参加 

 

平成１６年度の活動内容 登録人員６９名 

 ４月１７日 総会（ひらつか市民活動センター） ４８名出席 

 ４月１７日 懇親会（レストラン「よし」） ４０名参加 

 ６月６～７日 歩く会（天城山と伊東園ホテル） ２０名 

 ６月１９日 学習会（防災について） ３０名参加 

 ７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ１１５名参加 

 ７月２５日 料理を楽しむ会 ２０名参加 

 ８月 ８日 歩く会（秦野戸川公園にてバーベキュー） ２４名参加 

 

 ９月 ８日 学習会（普通救命講習３時間コース） ２５名参加 

 ９月１４日 アヒルの会（伊豆スカイラインＧＣ） ９名参加 

 １０月１６日 料理を楽しむ会 １９名参加 

 １１月１８～１９日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部と湯河原温泉） ８名参加 

 １２月１８日 学習会（会員から学ぶ） ３５名参加 

 １２月１８日 親睦会（居酒屋「どんどん」） ３０名参加 
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 １月２２日 新年会（真鶴） ３２名参加 

 ２月１７日 歩く会（曾我梅林とその周辺） １７名参加 

 ３月１２日 料理を楽しむ会 ２２名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４４回開催 延べ２８０名参加 

サロン会 毎月第４水曜日に居酒屋「どんどん」で開催 平成１７年２月から 

居酒「甘太郎」に変更 １２名～１５名の参加 

プロジェクト活動 「会則の見直し」と「ボランティア活動について」 

 

平成１７年度の活動内容 登録人員６３名 

 ４月１６日 総会（ひらつか市民活動センター） ４８名出席 

 ４月１６日 懇親会（天清） ３９名参加 

 ４月２１日 歩く会（大船観音・田谷洞窟） １４名参加 

 ５月２１日 歩く会（筑波ハイキング） １２名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ２００名参加 

 ６月２８日 アヒルの会（足柄森林ＧＣ） １１名参加 

 ７月１６日 料理を楽しむ会 １９名参加 

 ７月２８日 歩く会（真鶴貴船祭り） ２４名参加 

 １０月２３日 ビールづくり体験教室 １８名参加 

 １１月１４日 アヒルの会（足柄森林ＧＣ） ７名参加 

 １１月１９日 料理を楽しむ会 １３名参加 

 １１月２２日 歩く会（築地市場と人形町界隈巡り） １２名参加 

 １２月１４日 懇親会（居酒屋「さくら水産」） ２０名参加 

 １月２１日  新年会（相州長屋） ２６名参加 

 ２月１６日 学習会（会員から学ぶ） ２５名参加 

 ２月１６日 懇親会（居酒屋「さくら水産」） ２０名参加 

 ３月１９日 料理を楽しむ会 １７名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４５回開催 延べ２３５名参加 

サロン会  毎月第４水曜日に居酒屋「甘太郎」で開催 後半から 

居酒屋「さくら水産」に変更 

 

平成１８年度の活動内容 登録人員６０名 

 ４月１５日 総会（ひらつか 市民活動センター） ３６名出席 

 ４月１５日 懇親会（中華「ハルピン」） ２７名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ１８０名参加 

 ５月 ８日 アヒルの会（富士御殿場ＧＣ） １０名参加 

 ６月 ３日 歩く会（横浜三渓園・港の見える丘公園） １６名参加 

 ７月２２日 料理を楽しむ会 １７名参加 

 ９月８～９日 歩く会（小布施・志賀高原・上高地） １１名参加 

 １０月３０日 アヒルの会（富士御殿場ＧＣ） ９名参加 

 １１月２５日 歩く会（北鎌倉・源氏山） １２名参加 
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 １２月 ９日 料理を楽しむ会 ２４名参加 

 １月２４日 新年会（レストラン「サンタナ」） ２９名参加 

 ２月 ３日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

 ３月１０日 料理を楽しむ会 ２３名参加 

 ３月２４日 歩く会（高尾山） １２名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催合計４３回開催 延べ２２４名参加 

サロン会 毎月第４水曜日に居酒屋「さくら水産」で開催 ７月と１２月は 

スナック「ボルボ」で開催 合計１０回開催 延べ１５２名参加 

 

平成１９年度の活動内容 登録人員５８名 

 ４月２１日 総会（ひらつか市民活動センター） ４６名出席 

 ４月２１日 懇親会（居酒屋「わん」） ３８名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ２００名参加 

 ６月 ６日 歩く会（三島を歩く） １７名参加 

 ７月２１日 料理を楽しむ会 １８名参加 

 ９月 ８日 学習会（会員から学ぶ） ３１名参加 

１０月５～６日 歩く会（バスツアー松島・蔵王・安達太良山） １２名参加 

 １１月 ５日 アヒルの会（富士御殿場ＧＣ） ８名参加 

 １２月 １日 料理を楽しむ会 ２２名参加 

 １月２３日 新年会（レストラン「サンタナ」） ２１名参加 

 ２月２４日 学習会（会員から学ぶ） ３２名参加 

 ３月 ６日 学習会（後期高齢者医療制度） ３２名参加 

 ３月 ８日 料理を楽しむ会 ２２名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計３８回開催 延べ１６１名参加 

サロン会 毎月第４水曜日に居酒屋「わん」で開催 １１月から居酒屋「和民」

に変更７月と１２月はスナック「ボルボ」で開催 合計８回開催  

延べ１３２名参加 

 

平成２０年度の活動内容 登録人員５８名 

 ４月１９日 総会（ひらつか市民活動センター） ４７名出席 

 ４月１９日 懇親会（居酒屋「北海道」） ３０名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ２２４名参加 

 ５月１２日 アヒルの会（富士御殿場ＧＣ） ７名参加 

 ５月１６日 歩く会（箱根蓬菜園・強羅公園） １２名参加 

 ７月１９日 料理を楽しむ会 １９名参加 

９月１８～１９日 歩く会（バスツアー大内宿・日光） １２名参加    

 ９月２５日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

 １１月１５日 料理を楽しむ会 １９名参加 

 １月２１日 新年会（中国料理「龍園」） ２１名参加 

 ２月１９日 学習会（会員から学ぶ） ３２名参加 
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囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４０回開催 延べ１７７名参加 

サロン会 毎月第４水曜日に居酒屋「和民」で開催 ７月と１２月はスナック 

「ボルボ」で開催 合計８回開催 延べ１２４名参加 

パソコン勉強会 平成２０年７月より毎月開催 合計８回開催 延べ４０名参加 

 

平成２１年度の活動内容 登録人員５６名 

 ４月１１日 総会（ひらつか市民活動センター） ４０名出席 

 ４月１１日 懇親会（ラスカ内居酒屋「土風炉」） ３０名参加 

 ４月１３日 アヒルの会（富士御殿場ＧＣ） ８名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ１９８名参加 

 ５月１３日 学習会（裁判員制度） ２８名参加 

 ７月 ８日 歩く会（ＡＮＡ機体工場とキリン横浜ビアビレッジ） ２０名参加 

 ７月１５日 料理を楽しむ会（ビールの美味しい季節のメニュー） １９名参加 

 ７月２２日 納涼サロン会（太古の湯） １５名参加 

 ９月１４日 学習会（心の唄～共に生きる） ３６名参加 

 １１月１０日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ７名参加 

 １１月１４日 料理を楽しむ会（風邪に負けない体力づくり） ２０名参加 

 １１月２７日 学習会（家庭でできる応急処置） ２１名参加 

 １２月 ５日 歩く会（旧吉田茂邸と大磯の邸園巡り） １５名参加 

 １２月１６日 忘年サロン会（スナック「ボルボ」） １２名参加 

 １月２０日 新年会（日本海庄や） ２３名参加 

 ２月１３日 学習会（認知症についての理解を深める） ８０名参加 

 ３月 ５日 料理を楽しむ会（簡単にできるヘルシー料理） １７名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４０回開催 延べ２００名参加 

サロン会 ５月・６月・１１月・３月の第４水曜日居酒屋「和民」で開催  

９月・１０月は居酒屋「千年の宴」で開催 合計７回開催  

延べ６７名参加 

パソコン勉強会 合計１０回 延べ８０名参加 

 

平成２２年度の活動内容 登録人員５３名 

 ４月１５日 総会（ひらつか市民活動センター） ３８名出席 

 ４月１５日 懇親会（日本海庄や） ２７名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ１７３名参加 

 ５月１１日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ８名参加 

 ６月 ８日 歩く会（生田緑地・日本民家園） １６名参加 

 ７月１７日 料理を楽しむ会（握り寿司を学ぶ） １９名参加 

 ７月２８日 納涼サロン会（スナック「ボルボ」） １２名参加 

 ９月１６日 学習会（会員から学ぶ） ３０名参加 

 ９月２５日 市民活動センターまつりへの参加 １名参加 

 １０月２７日 学習会（みんなで支える介護保険） ２６名参加 
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 １１月 ９日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ８名参加 

 １１月１６日 歩く会（丹沢湖と丹沢地酒） １６名参加 

 １１月２４日 学習会（元気で長生き） ２７名参加 

 １２月１５日 忘年サロン会（スナック「ボルボ」） １４名参加 

 １月１９日  新年会（日本海庄や） １７名参加 

１月２７～３０日 ちゅうおう FESTA １４名参加 

 ２月２３日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４３回開催 延べ２０５名参加 

サロン会 ５月・６月・８月・１０月・１１月・２月の第４水曜日居酒屋「和民」で 

開催 合計６回 延べ９３名参加 

パソコン勉強会 合計１１回 延べ９０名参加 

 

平成２３年度の活動内容 登録人員４９名 

 ４月２１日 総会（ひらつか市民活動センター） ４０名出席 

 ４月２１日 懇親会（日本海庄や） ２９名参加 

 ５月２４日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ８名参加 

 ６月１６日 歩く会（味の素見学と川崎大師） １８名参加 

 ６月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ１６８名参加 

 ６月２２日 学習会（家庭でできる防災対策と東日本大震災に遭遇した 

人の話から）２５名参加 

 ７月１６日 料理を楽しむ会（暑さに向かってのスタミナ料理） ２２名参加 

 ９月２７日 学習会（会員から学ぶ） ２６名参加 

 １０月 ７日 グルメの会（茅ヶ崎館） ６名参加 

 １１月２９日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ８名参加 

 １２月 １日 学習会（脳卒中について） ２５名参加 

 １２月 ３日 料理を楽しむ会（ブロッコリーの回鍋肉他） ２０名参加 

 １２月 ８日 歩く会（小田原文学コースを歩く） ２０名参加 

            

 １月１８日  新年会（日本海庄や） ２６名参加 

１月２６～２９日 ちゅうおう FESTAへの参加 １０名参加 

 ２月 ６日 グルメの会（そば処「宮本庵」） ５名参加 

 ３月１４日 料理を楽しむ会（鶏胸肉の香草パン粉付け焼き他） １８名参加 

 ３月２７日 学習会（会員から学ぶ） ２９名参加 
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囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計３７回開催 延べ１８２名参加 

サロン会 ５月・６月・７月・９月・１０月・１１月・１２月・３月の第４水曜日に 

居酒屋「和民」で開催 延べ１０２名参加 

パソコン勉強会 合計１０回 延べ７４名参加 

パークゴルフの会 合計４回 延べ３８名参加 

 

平成２４年度の活動内容 登録人員５３名 

 ４月１９日 総会（ひらつか市民活動センター） ４４名出席 

 ４月１９日 懇親会（中国料理「龍園」） ３０名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ２０３名参加 

 ５月～２月 学習会（さかのぼり日本史） 合計２０回 延べ１６３名参加 

 ５月１４日 学習会（老人ホームについて） ２４名参加 

 ５月２２日 学習会（美術館見学「棟方志功典」） １７名参加 

 ６月～１１月 ボランティア（平塚南口広場の草むしりと清掃） 合計５回  

延べ４９名参加 

 ６月 ５日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ８名参加 

 ７月１２日 歩く会（ライオン工場見学と小田原街かど博物館巡り）  

２１名参加 

 ７月１４日 料理を楽しむ会（肉豆腐・ドイツ風ポテトサラダ他） １４名参加 

 ８月２４日 学習会（美術館見学「松園・清方展」） ２０名参加 

 ９月２６日 学習会（会員から学ぶ） ３１名参加 

 ９月３０日 市民活動センターまつり ３名参加 

 １０月３０日 グルメの会（割烹「隅田川」） ８名参加 

 １１月１３日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） ７名参加 

 １１月３０日 学習会（知って得する医療の知識） １０名参加 

 １２月１５日 料理を楽しむ会（ローストビーフ・豚肉団子鍋他） １７名参加 

 １月２３日 新年会（日本海庄や） ２６名参加 

１月２４～２７日 ちゅうおう FESTA １６名参加 

 １月２５日 ボランティア（平塚南口広場へ薔薇の苗の植え込み） ５名参加 

 ２月１０日 市民活動センターボランティア博覧会 ３名参加 

 ２月２１日 グルメの会（イタリア館） １２名参加 

 ２月２８日 歩く会（湯河原梅林と日帰り温泉） １５名参加 

 ３月１３日 料理を楽しむ会（キャベツのカレー煮他） １４名参加 

 ３月２６日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

３月２７～２８日 アヒルの会（三島カントリー・富士エースゴルフ） ８名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４４回開催 延べ３１５名参加 

サロン会 ５月・６月 居酒屋「にんにく市場」 ７月・９月・１０月・１１月  

居酒屋「和民」１２月 居酒屋「どんどん」 ３月 お好み焼き鉄板

焼き「へんちくりん」 以上の会場で合計１０回 延べ８９名参加 

パソコン勉強会 合計１０回 延べ８９名参加 
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パークゴルフの会 合計５回 延べ５５名参加 

 

平成２５年度の活動内容 登録人員５４名 

 ４月 ９日 グルメの会（活魚料理「真鶴」） ８名参加 

 ４月１８日 総会（ひらつか市民活動センター） ４４名（委任状含む）出席 

 ４月１８日 懇親会（中国料理「龍園」） ２４名参加 

 ５月～７月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ１５７名参加 

 ５月２８日 学習会（美術館見学「絹谷幸二展と水彩画の鑑賞」） ２３名参加 

 ６月４日 アヒルの会（三島カントリークラブ） ９名参加 

 ７月２０日 料理を楽しむ会（鶏の酒蒸し他） ２０名参加 

 ８月２９日 グルメの会（割烹「隅田川」） １３名参加 

 ９月１８日 歩く会（三渓園散策と日清オイリオ工場見学） １８名参加 

 ９月２４日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

 ９月２９日 ひらつか市民活動センターまつり ２名参加 

１０月１９～１２月７日 セカンドライフ教室（中央公民館と共催） 

料理教室・健康講座・施設見学・体験談等 延べ５０名参加 

 １０月２４日 学習会（美術館見学「伊豆市との友好都市提携記念特別展」） 

２２名参加 

 １０月２９日 アヒルの会（三島カントリークラブ） ９名参加 

 １１月１２日 学習会（成年後見人制度を知っていますか） ２２名参加 

 １１月１３日 歩く会（宮ケ瀬ダム見学） １８名参加 

 １１月１６日 料理を楽しむ会（煮込みハンバーグ他） １８名参加 

 １２月 ３日 学習会（歳をとるということ） ２０名参加 

 １月２２日 新年会（日本海庄や） ２８名参加 

１月２３～２６日 ちゅうおう FESTA １５名参加 

 ２月１６日 市民活動センターボランティア＆市民活動見本市 ２名参加 

 ３月１２日 料理を楽しむ会（中華おこわ他） ２０名参加 

 ３月１９日 学習会（会員から学ぶ） ２５名参加 

 ３月２５日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １１名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 合計４５回開催 延べ３６６名参加 

サロン会 ５月・６月・７月・９月・１０月・１１月・１２月・３月の第４水曜日 

居酒屋「日本海庄や」で開催 延べ９６名参加 

パソコン勉強会 合計１２回 延べ１３５名参加 

パークゴルフの会 合計３回 延べ３６名参加 

 

平成２６年度の活動内容 登録人員５８名 

 ４月 ３日 グルメの会（箱根散策花見） ８名参加 

 ４月１７日 総会（ひらつか市民活動センター） ４８名（委任状含む）出席 

 ４月１７日 懇親会（日本海庄や） ３３名参加 

 ５月～６月 中央商店街七夕飾りづくり 延べ９０名参加 
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 ６月 ３日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １１名参加 

 ７月 ２日 グルメの会（割烹「隅田川」） １２名参加 

 ７月１４日 学習会（平塚市の高齢福祉対策の実情と課題） ２８名参加 

 ７月１９日 料理を楽しむ会（ピリ辛ソーセージ他） １４名参加 

 ９月 ２日 歩く会（日本航空とキリンビール工場見学） １８名参加 

      

９月２４～２８日 趣味の作品展（平塚市美術館） 絵画・写真・陶芸・書道・ 

手芸・木彫・俳句等 ２０名 ６４点出品 見学者延べ５６４名 

    

 ９月３０日 学習会（会員から学ぶ） ２３名参加 

 １０月２８日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） ９名参加 

 １０月２９日 グルメの会（伊香保温泉） ６名参加 

 １１月 ６日 学習会（美術館見学「横山大観の富士と松尾敏男展」） 

２７名参加 

 １１月１５日 歩く会（高麗山から大磯丘陵散策） １１名参加 

 １１月２０日 学習会（有料老人ホームの選び方） １９名参加 

 １１月２９日 料理を楽しむ会（ピリ辛鶏のから揚げ他） １７名参加 

 １２月２７日 忘年サロン会（スナック「ボルボ」） １１名参加 

 １月２１日 学習会（会員から学ぶ） ２８名参加 

 １月２１日 新年会（中国料理「龍園」） ２９名参加 

１月２３～２５日 ちゅうおう FESTA １０名参加 

 ２月１９日 グルメの会（大磯「杉本鶏料理」） １１名参加 

 ３月１１日 料理を楽しむ会（ねぎたっぷりの豚肉の生姜焼き） １６名参加 

 ３月１５日 市民活動センターボランティア＆市民活動見本市 ２名参加 
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 ３月２４ アヒルの会（三島カントリークラブ） １４名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 延べ４０１名参加 

サロン会 ５月に居酒屋「どんどん」 ６月・７月・９月・１０月・１１月・３月に 

居酒屋「庄や」で第４水曜日に開催 延べ８１名参加 

パソコン勉強会 合計１８回 延べ１９６名参加 

パークゴルフの会 合計４回 延べ４５名参加 

 

平成２７年度の活動内容 登録人員６１名 

 ４月１６日 総会（ひらつか市民活動センター） ４８名（委任状含む）出席 

 ４月１６日 懇親会（中国料理「龍園」） ３６名参加 

 ５月１４日 グルメの会（二宮指帆亭・洋食） １０名参加 

 ５月２２日 学習会（美術館見学「美人画の１００年展」） １９名参加 

６月６～２８日 中央商店街七夕飾りづくり 延べ６６名参加 

 ６月２０日 アヒルの会（三島カントリークラブ） １７名参加 

 ７月１８日 料理を楽しむ会（煮豚・鶏肉のポン酢炒め他） ２０名参加 

 ７月２７日 学習会（大人の健康づくり） ２０名参加 

 ８月２０日 グルメの会（国府津うな和・うなぎ） １０名参加 

 ９月 ２日 歩く会（横須賀軍港巡りと戦艦三笠見学） １６名参加 

 ９月２９日 学習会（会員から学ぶ） ２３名参加 

 １０月２７日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １５名参加 

 １１月２１日 料理を楽しむ会（大根と牛肉の煮物他） １６名参加 

 １２月１６日 忘年サロン会（居酒屋「庄や」） １０名参加 

 １２月２５日 囲碁を楽しむ会懇親会 ９名参加 

 １月２０日 新年会（中国料理「東海菜館」） ３２名参加 

１月３０～３１日 ちゅうおう FESTA ８名参加 

 ２月 ８日 学習会（高齢者と救急車） ２８名参加 

 ２月１８日 歩く会（松田河津桜・曾我梅林見学） １５名参加 

     

 ２月２５日 グルメの会（平塚玄・ふぐ料理） ６名参加 

 ３月１３日 市民活動センターボランティア＆市民活動見本市 ３名参加 

 ３月１６日 料理を楽しむ会（鮭のソテータルタルソース他） １６名参加 

 ３月２３日 学習会（会員から学ぶ） ２３名参加 
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 ３月２９日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １４名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 延べ５０９名参加 

サロン会 ５月・６月・７月・９月・１０月・１１月・３月の第４水曜日に居酒屋 

「庄や」で開催 延べ６３名参加 

パソコン勉強会 合計１９回 延べ１６６名参加 

パークゴルフの会 合計５回 延べ５５名参加 

 

平成２８年度の活動内容 登録人員６１名 

 ４月２１日 総会（ひらつか市民活動センター） ４６名（委任状含む）出席 

 ４月２１日 懇親会（中国料理「龍園」） ３５名参加 

 ５月２３日 歩く会（韮山・江川邸と反射炉を歩く） ８名参加 

 ５月２４日 学習会（美術館見学「華麗なるガラス工芸の世界」） １７名参加 

 ７月 ９日 料理を楽しむ会（新玉葱と牛肉の炒め物他） １３名参加 

 ７月２７日 学習会（博物館見学「４０周年特別展レンズが見た平塚２」） 

２０名参加 

 ８月２２日 グルメの会（根坂間・うな豊） ９名参加 

 ９月２６日 学習会（会員から学ぶ） ２８名参加 

 ９月２７日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １７名参加 

 １０月１２日 歩く会（御殿場の名邸を歩く） １１名参加 

 １１月 ９日 料理を楽しむ会（豚肉の生姜焼きごまかけ他） １３名参加 

 １１月２１日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １６名参加 

 １２月１０日 グルメの会（八重咲・イタリア館） ９名参加 

 １２月１５日 学習会（訪問看護とは） ２６名参加 

 １２月２３日 囲碁を楽しむ会懇親会 １１名参加 

 １月１７日 新年会（中国料理「東海菜館」） ２７名参加 

１月２８～２９日 ちゅうおうＦＥＳＴＡ １１名参加 

 ２月２１日 グルメの会（黒部丘・すしの高山） ９名参加 

 ３月１４日 学習会（会員から学ぶ） ３０名参加 

 ３月１５日 料理を楽しむ会（フライパン松風焼き他） １３名参加 

 ３月２７日 アヒルの会（太平洋クラブ相模コース） １６名参加 

 ３月３０日 学習会（美術館見学「近代日本画名品展」） ２０名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 延べ４４８名参加 

サロン会 ５・６・７月の第４水曜日に居酒屋「庄や」で開催 延べ１９名参加 

パソコン勉強会 合計２２回 延べ２４９名参加 

パークゴルフの会 合計７回 延べ６５名参加 

 

平成２９年度の活動内容 登録人員６４名 

 ４月２０日 総会（ひらつか市民活動センター） ４８名（委任状含む）出席 

 ４月２０日 懇親会（中国料理「龍園」） ３０名参加 

 ５月２９日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １８名参加 
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 ６月 １日 歩く会（上野まち歩き） １３名参加 

 ６月２８日 学習会（大磯・旧吉田邸見学） ２４名参加 

     

 ７月１５日 料理を楽しむ会（豚バラ肉とアスパラの肉巻き他） １３名参加 

 ９月 ５日 グルメの会（うな勝） １０名参加 

 １０月１８日 学習会（美術館見学「片岡珠子展」） ２０名参加 

 １０月３０日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １４名参加 

 １１月１３日 歩く会（高尾山） １３名参加 

 １１月２５日 料理を楽しむ会（ネギ豚マフィン他） １６名参加 

 １１月２８日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

 １２月２２日 囲碁を楽しむ会懇親会 １３名参加 

 １月１６日 新年会（中国料理「東海菜館」） ２６名参加 

１月２７～２８日 ちゅうおうＦＥＳＴＡ ８名参加 

 ２月１３日 学習会（超高齢社会を生きる） ２５名参加 

 ２月２０日 グルメの会（貴柳庵） １１名参加 

 ３月１７日 料理を楽しむ会（大根とカレー煮他） １４名参加 

 ３月２６日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １３名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 延べ５０５名参加 

サロン会 ６月「ピョン」１１月「や台ずし」３月「さくら水産」で開催  

延べ３０名参加 

パソコン勉強会 合計２１回 延べ２１９名参加 

パークゴルフの会 合計１０回 延べ８０名参加 

 

平成３０年度の活動内容 登録人員６２名 

 ４月１９日 総会（ひらつか市民活動センター） ５８名（委任状含む）出席 

 ４月１９日 懇親会（中国料理「龍園」） ２７名参加 

 ５月～６月 中央商店街七夕飾りづくり 合計９回 延べ６２名参加 

 ５月２８日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １４名参加 

 ５月２９日 学習会（家康ゆかりの平塚） ３０名参加 

 ６月 ５日 歩く会（両国の江戸を歩く） １０名参加 

 ７月１９日 学習会（会員から学ぶ） ２７名参加 

 ７月１９日 料理を楽しむ会（タコ入りチジミ・バンバンジー他） １５名参加 

 １０月２３日 学習会（美術館見学「小倉遊亀展」） １８名参加 
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 １１月 ７日 歩く会（武相荘と泉酒造見学） １８名参加 

 １１月 ９日 アヒルの会（函南ゴルフ倶楽部） １３名参加 

 １１月１０日 料理を楽しむ会（タコライス・豆腐ナゲット他）  １０名参加

       

 １１月２１日 学習会（在宅医療と介護の今とこれから） ２０名参加 

 １２月１８日 歩く会（明治１５０年記念大磯邸園見学） １４名参加 

      

 １２月２１日 囲碁を楽しむ会懇親会 １０名参加 

 １月１５日 新年会（中国料理「龍園」） １７名参加 

１月２６～２７日 ちゅうおうＦＥＳＴＡ １２名参加 

 ３月 ６日 サロン会（「日本海庄や」） ７名参加 

 ３月１１日 グルメの会（平塚・川万） １０名参加 

 ３月１６日 料理を楽しむ会（味噌だれ鶏かつ他） １４名参加 

 ３月２９日 アヒルの会（三島カントリークラブ） １５名参加 

囲碁を楽しむ会 毎週金曜日午後開催 延べ５１８名参加 

           

パソコン勉強会 合計２１回 延べ１８３名参加 

パークゴルフの会 合計１５回 延べ１１９名参加 

ＭＡＣうた仲間 合計１１回 延べ１１４名参加 
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平成３１年度の活動内容 登録人員６０名 

 ４月 １日 歩く会（六義園） １４名参加 

 ４月１８日 総会（ひらつか市民活動センター） ５１名（委任状含む）出席 

 ４月１８日 懇親会（中国料理「龍園」） １７名参加 

 ５月１７日 アヒルの会（三島カントリークラブ） １２名参加 

 ７月１３日 料理を楽しむ会（チキンチャップ他） １６名参加 

 ７月２３日 学習会（美術館見学「安野光雅展」） １９名参加 

 ９月２５日 学習会（浦田健一郎氏「人生１００歳時代をどう生きるか」） 

２０名参加 

 １１月 １日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １５名参加 

 １１月１６日 料理を楽しむ会（スープスパゲティ他） １１名参加 

 １１月１９日 学習会（会員と共に学ぶと会員紹介） ２９名参加 

 １１月２４日 市民活動センターまつり ４名参加 

 １２月 ５日 歩く会（東京都庁と江戸東京たてもの園） ７名参加 

 １２月２０日 囲碁を楽しむ会納会 １７名参加 

 １月１０日 有志による平塚市博物館（宮沢賢治特別展：MAC会員 

中村輝夫平塚市博物館ボランティアガイドによる案内）見学 

       

 １月１４日 新年会（中国料理「龍園」） １７名参加 

１月２５～２６日 ちゅうおうＦＥＳＴＡ １０名参加 

 ２月 ５日 学習会（マイナンバー制度について） ２１名参加 

 ３月２１日 料理を楽しむ会（牛肉とキノコの炒り煮他）  

  ３月３０日 アヒルの会（大熱海国際ゴルフクラブ） １５名の参加希望 

あるも新型コロナウィルス感染拡大の懸念により中止 

囲碁を楽しむ会 原則毎週金曜日午後開催 合計４４回 延べ４３６名参加 

パソコン勉強会 合計１９回 延べ１７６名参加 

パークゴルフの会 合計１７回 延べ１３１名参加 

ＭＡＣうた仲間 合計１１回 延べ１０２名参加 

 

※ 囲碁を楽しむ会、パソコン勉強会は新型コロナウィルス感染拡大の懸念により、

平塚市中央公民館とひらつか市民活動センター休館のため、令和２年３月の活

動は中止を余儀なくされました。 

監修 西田 良雄 



-20- 

３．平塚ＭＡＣ 歴代会長 

 
初代会長  茂木 進 （平成 12年度～平成 14年度） 

「男の講座」卒業から有志を集い、平成 12

年 6月に 6名の役員で平塚ＭＡＣを立ち上げ

ました。手探り状態の中で平成 14年まで会長

を務められ、「男の講座」で培ったボランティア

活動や料理教室・施設見学会・歴史探訪等を

実施しました。平塚ＭＡＣの礎を築かれました。 

（20周年記念実行委員会） 

 

 
第二代会長  河越 重臣 （平成 15年度～平成 21年度） 

地域の仲間づくりを目指し、できることは

何でもやろうという行動派の方で、平成 15

年度から平成21年度まで7年間の永きに

渡り会長職を務められ、会員の減少時には

会員推薦など積極策で乗り切り、平塚ＭＡ

Ｃを育て上げていただきました。（20 周年

記念実行委員会） 

 

 

 

第三代会長  水永 浩一 （平成 22年度～平成 25年度） 

「平塚ＭＡＣ創立 20周年を迎えて」 

私が MAC に入会したのは１６年前、会

社勤めを終え、これからどのような人生を

過ごしたらよいか迷っていた時でした。 

当時、平塚市の男女共同参画室主催に

よる「男の講座」に参加し、初めて地元との

関わりを持つようになりました。講座を受講

後、折角親しくなれた方々と別れるのは忍

びないと感じ、私も MAC に入会した次第

です。 

MACの活動に参画してからは約１５年に

なりますが、地元で同年代の方々とお付き合いできる機会を持てたのは本当に有難いし、

幸せでした。また役員として長年にわたって加われたことに感謝しておりますが、これまで

に会長を務められた河越さんをはじめ複数の会員が亡くなっており、非常に残念な思いで

す。 
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なお、毎月開催される役員会では、各種行事の開催方法や会員が如何に興味をもって

参加してもらえるか討議を行い結論を出せたのは、会員の仲間として有意義なものでした。

なかでも市民活動の手助けとして毎年、５月から始まる七夕飾りのボランティア活動への

参加は、忘れがたいものがあります。 

ややもすると高齢者の個人的な繋がりが少なくなっている今日、地域の仲間としての活

動は、これを埋めるにふさわしい団体だと思います。 

日本の社会は、グローバル化が進み、人生１００年時代を迎えようとしておりますが、幸

せなセカンドライフをつくるためにもMACの地域活動がますます活発になることを望んで

います。 

第四代会長  明神 健児 （平成 26年度） 

「平塚MAC創立 20周年 誠に（真に）おめでとうございます」 

私は、当時会長就任挨拶の中で、上下関係な

し、利害関係なしが MAC の基本精神なので、 

落語長屋の様な気楽な付き合いを！ と呼びか

けました。  

その落語長屋の中に、実は優れた才能の持ち

主が大勢いらっしゃり、即ち、油絵、水彩画、焼

物、写真、書道、文集、俳句、その他多彩な芸域

を如何なく発揮してくれたのが、“MAC の会員

による作品展”（於平塚市美術館）でありました。 

その他、ゴルフや囲碁の名人、歩く会、料理の

会等の達人、パソコン教室、パークゴルフ等の名

リーダーが続々現れて、およそ人材に事欠くこと

はありません。 

 又、学習会等での発表やスピーチを聞かせて頂いても、やはり皆それぞれ企業や職場の

第一線で活躍されて来られた方々だなぁと、お見受けいたしております。 

この様に多士済々、ユニークな方々の、それも男性だけの会というのは、MAC しかあり

ません。人生 100 年時代を迎えようとしている現在、最も大事なことは、自分の居場所を

作ることでしょう。どうか、この MAC に入会された方々は、居場所作りとしての MAC の

良さを他の方々に呼び掛けて頂き、益々会員を増やす努力をして頂きたいと思います。そ

れが、即ち世の為、人の為になるのですから・・・。 
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第五代会長  古和田 喜昭 （平成 27年度） 

「一年間の会長職を振り返って」 

私は、今は数少ない「男の講座」の卒業生で創立以

来の旧い会員であるが、70 代後半まで飲み代稼ぎに

仕事を抱えていた為、MACの行事には殆ど参加せず、

グルメの会の世話人イコール役員という事で2年経験。

八十路に近づいたので退任しようと考えていた矢先、

次期会長人事が迷走に迷走を重ねて難航。総会間際

の話し合いで、明神さんが男気を出して、火中の栗を

拾い一件落着。この際、次々期会長に私が指名され、

敵前逃亡するわけにも行かず、1 年後会長に就いた次

第。会長就任後何をやるべきか、何ができるか、しばし

自問自答。結論として会員増が一番重要ではないかと

考えた。 

数年前には 50 人を割ったこともあり、会員減は限界集落ならぬ限界団体へと落ち込ん

で仕舞う。役員のなり手も少なくなるとサークル活動は活気が失せてくる。先ず手始めに名

刺を作成。今は亡き美術専門家の山本光生さんに頼んだ。表は名前他 MAC の謳い文句、

裏面にサークル名を網羅、これを絶えず持ち歩き PRに努めた。馴染みのスナックのカウン

ターにも置いて貰った。併せて会員募集のチラシも山本光生さんに依頼。 

市内に 26 ヶ所ある公民館に掲示すればと目論んだが、これが頓挫。公民館は夫々のロ

ーカル地区優先で、オール平塚を対象とする MAC は対象外との事。唯一中央公民館の

みOK。他の施設はどうか？市役所のホームページから施設一覧表をコピーして貰い細か

くチェック。電話交渉の結果、博物館と勤労会館が可能。博物館は、趣旨は理解するが、

MAC は正体不明、市役所の推薦状が必要と。役所の担当課長に相談。快諾してくれて難

産の末、OK となった。勤労会館は当分空きがなかった。 

福祉会館もローカル優先、唯一南部福祉会館は館長が旧知の為、特別許可。未だに継

続してくれている。自分の住んでいるマンションも 5 年間掲示した。又、二宮、大磯役場に

も行脚。何かジョイントで行事ができないか模索してみたが縄張り意識が強く実現には至

らなかった。 

会員獲得は継続した地道な活動が望まれる。ここ１～2年中央公民館ではMACのチラ

シは見られないが、広報担当の役員を置くのも一つの手であろう。 
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第六代会長 池田 忠宏 （平成 29年度～ ） 

「平塚MACの魅力」 

皆さんご承知のように 、

MAC は令和 2年（2020年）

6 月に創立 20 周年を迎えま

す。２０年は長いように思いま

すが、何と MAC には、創立当

時のメンバーが１１名現役で活

躍しています。本当に驚きです

ね。私もそこまではいきません

が、平成１６年に入会、在籍１５

年余り頑張っているところで

す。 

いくつかのサークルに入り活

動はしているものの、十数年もの

在籍など考えてもみないことでした。 

もうかれこれ３年前になりますが、ひょんなことで会長の話が出まして、困惑しましたが引

き受けることになりました。幹事の経験も乏しい中でしたが、最初の 1 年を先輩のサポート

を受けながら、何とか果たすことができました。幸いなことに、このころ気になっていた会員

数が増えて、活気が出てきたように思います。 

機関紙「飛翔」の発行ナンバーが、平成 30 年、年始には 200 号を達成し、20 周年時

は、230号になる予定であります。また、最近活用範囲が広がっている「ホームページ」は、

MACの情報源として活用範囲も広く、十分な成果を上げております。加えて、活動範囲は

広がり、インドア、アウトドア含めると何と 11種もの部会活動が展開されており、大きな柱に

なっております。これも「MACの魅力」でしょう。新たな趣味に挑戦したり、得意な分野を生

かすなり、皆さんそれぞれ積極的に活用していきたいものです。そして、創立時の目的に挙

げた地域社会に貢献すること、行事やボランティア活動への参加など、活き活きと行動して

ほしいと思います。 

次の 10 年に向けて、活性化といってもそう簡単ではないかもしれないが、MAC は、い

ろいろな魅力を持った集団です。交流の場を持ち、仲間がいるわけです。大いに活用し、元

気なシニアライフを送りましょう。 

 

（注）：平成２８年度は、３名の運営委員（池田忠宏、高橋国夫、宮武祥次郎）による合議制

で運営されました。 
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4．各部会活動 

（１） 学習会 ～池田 忠宏～ 

 「学習会の誕生」  

 「平塚MAC」として、平成 12年 6月（2000年）に発足して以来 20年「男の講座」に

端を発したサークルは、各種部会活動を中心に展開してきました。なかでも「学習会」は、

MAC にとって特徴ある活動と言えるのではないでしょうか。20 周年記念を機会に、「学習

会」の誕生の経緯を、飛翔の記

事・先輩のメモなどを参考に紹介

しようと思います。 

ちょっと古い話になりますが、平

成 1４年 6 月に実施したアンケー

トで、「会員がお互いに深く知るた

めに、持ち回りで得意な話をする

機会を設けたらどうか、達成感も

あるし、相互の啓発にもなるし」と

の提案がありました。その後、役

員会で「会員から学ぶ」として学

習会を実施することになり、その

年の 12月に「会員から学ぶ」がスタートしました。 

記録によると第 1回 27名参加とあり、当時の会員数が 60名とのこと、高い関心を持っ

てスタートしたわけです。平成 16 年からは、社外講師も招聘し年 3 回に拡大されておりま

す。 

このころ、学習会の運営も忙しくなり始め、当時の会長 河越さんから学習会世話人の話

しが出て、お２人（谷さん、笹尾さん）にやってもらえないかとのご指示があったようです。世

話人の役割は、「会員から学ぶ」を年に 2 回ぐらい企画し、交渉・会場・チラシ・飛翔の記事

など一切合切引き受けなければなりません。会員が順次講師役になって、自分の体験を話

すことが基本で、記録を見ると複数回講師を担当した強者も何人かおります。 

その後、市の情報宅配便や出前講座、市美術館・博物館の企画展鑑賞など、レパートリー

も豊富になり、要領よく企

画・運営できるようになり

ました。忘れ難いのが、

「会員による趣味の作品

展」（2014/9）の開催で

す。世話人を中心に開催

にこぎつけ大盛会に終わ

りました。今でもその場面

が目に浮かびます。 

「学習会活動」の現状と

いえば、ここ数年ほぼ年間
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4～5 回の開催実績が続いていますが、より魅力ある活動として、内容の充実を図ると共に、

多くの皆さんの積極的な参加を期待します。 

（２） 囲碁を楽しむ会 ～今込 祐弘～ 

《 友人がフランスへ道場破りに行きました。………いえ、囲碁の話です。パリに 1 か月も

滞在し碁会所を巡るそうです。何と優雅で壮大なロマンですね。でも、７～８級の腕前だか

らボコボコにされるのではと土産話が楽しみです。 》 

この様にして囲碁は世界共通の趣味なのです。  

平塚MACでは平成 12年の夏、囲碁を楽しもうじゃないかと数人集まったのが今の「囲

碁を楽しむ会」の始まりでした。MAC の設立間もないころです。心得のある人も、ごく初級

クラスの人も和やかに碁盤を囲みました。会の活動も長い間には色々あり、もっと仲間が欲

しいと会員増加に努めた頃もありました。また、一般市民からも門戸を叩く人が現れ、その

中には現在平塚MACの会員として活躍中の方もおられます。 

囲碁は有段者も初級者も一緒に対局出

来るように点数制（ハンデ）を取り入れて

います。これは日本独特のやり方で、海外

ではランキング制（ハンデ無し）です。 

MAC の囲碁も点数制で誰でも気楽

に、しかも無料で楽しめます。現在は会員

も20名を超え女性も2名います。正に有

段者から習い始めの人まで多士済々の顔

ぶれです。数年前より「大会」を開いては

技術を競い、また年末には「納会」で親睦

を深めます。毎月金曜に 4回、年 48回の

開催の多さは誇りです。それには、下支えして下さる人あってのお陰と、一同感謝します。 

今や平塚MACの中にしっかりと根を下ろし、更に発展を目指したいと思います。 

 

（３） 料理を楽しむ会 ～中川 周吉、藁澤  愿男、杉山 孝司～ 

 平成 12 年 11 月の「料理教室」からスタートした「料理を楽しむ会」も、MAC 発足と同じ

20年を迎え、その回数は 50数回を数えています。 

 板前さんからご指導を頂いた握り寿司や、ママの会の講師の方からは和食・中華・洋食等

を教えて頂き、多くのメニューに取り組んできた歴史があります。メニューを振り返ってみる

と、MACの会員は、なんと 50種類以上の料理に取り組んできたことになります。 

 今や死語となった「男子厨房に入らず」ですが、自分達の父親の時代にはまだその名残が

あったように記憶しています。しかし今はそんな時代からは、想像ができません。またそんな

ことを言っていたら、家族からは置いて行かれ、まごまごすると食にありつけなくなる・・・な

んてこともありうるでしょう。 
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 「男の講座」の修了者の方々が立ち

上げた平塚 MAC は、さすがに男の

料理への取り組みも早く、盛んであっ

たことが今日までの開催回数からも

うかがえます。また「料理を楽しむ会」

で料理に取り組んだことが、大変役立

ったとのお話を伺ったこともあります。

奥様が体調を崩し、奥様頼りであっ

たために多いに困ったそうです。この

ようなことはどこの家庭にでもある話

かと思います。しかしながら MAC の

会員は「料理を楽しむ会」で腕を磨い

ていました。取り敢えず〝食〟は自分で確保できたとのことでした。 

 「料理を楽しむ会」の良さは料理ができるようになることだけではないと思います。ママの

会講師の方からは、下準備から食した後のごみの片づけ、食器の洗浄・片付け等もご指導

いただいています。これこそ我々男にとっては、普段女性陣にごく当たり前のようにやって

いただいている作業の大変さを身に染みて体験していることです。食卓に用意された食事

にどれだけの手がかけられ、食事の前

後にどれだけの手間がかけられている

のかがわかると思います。それを知るだ

けでも奥様方に感謝の念が持てるので

はないかと思います。家庭円満のひとつ

のツールであると確信しています。 

 発足 20 周年を迎えた今、「料理を楽

しむ会」の意義を見直し、男の務め、男

のたしなみとして、先輩方が築きあげて

くれた「料理を楽しむ会」の継続こそ

MAC のそして男の仕事と考えられな

いでしょうか。今後も皆様と一緒に楽し

んでいきましょう！ 

 

（4） サロン会 ～宮武 祥次郞～ 

「サロン会の始まりは平塚MAC と同じ年でした」 

平成１４年２月１０日の飛翔の記事から‘その場所に行けば誰かがいる、一緒に飲みなが

ら人生を語り合う。そんな趣旨でスタートしたサロン会も２年を経ました’と掲載されていま

した。このように、あまり知らなかった人同士が簡単に打ち解けて盛り上がる会は飲み会で

した。盛り上がれば談論風発、各人の思い出話や現役のころの苦労談やら、政治経済が飛

び出してそれを語る人たちの性格や人生観などがよくわかって本当に楽しいものです。 

このようにして始まり１０数年間、サロン会を支える先輩世話人の熱心さなどもあり年６回
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から１０回、最も多いときで平均１５名/回と盛況でした。 

しかし残念ですがここ４年間は、年１～３回に減り、参加者が少なく中止にしたこともあり

ました。参加者は６～１０名と盛況な時からすると大幅な減り方になっています。平塚 MAC

も少しずつではありますが会員の年齢幅の拡大、それによる価値観などが変化しており、そ

れが参加者減少の要因かも知れません。 

サロン会はこれからも年２～３回の開催は継続していきますので皆様の積極的な参加に

よりより良いサロン会が復活できれば幸いです。 

 

（5） 歩く会 ～今込 祐弘～ 

「歩く会」が「歩けない会」になりました。 

「歩く会」は平成 15 年に発足ですが、実は平塚 MAC 創立以前の（男女共同参画事業）、

“男の会”セミナーの一環から活動が始まっていたそうです。だから歴史は古いわけです。

やがて平塚MACが誕生し、引き継がれてゆきました。 

MAC の出来たころはシニアと云っても意気盛ん。平均年齢も若く、体力、脚力がありま

した。１０周年頃まではそう云う時期でした。 

それからの 10 年（２０２０年）もまた節目として振り返ると、歩く会も様々な企画が模様さ

れました。ただ、此処へ来て会員の平均年齢もグッと上がり、脚力の衰えが目立つ様になり

ました。最近では出来るだけ歩く距離を短く、負担が掛からぬ様に心がけます。昔の様な、

ハイキングなどはとても無理

です。 

企画は「行く場所探し」だけ

が問題、ではなく「場所を結ぶ

交通手段と接続」の方法。「時

間の組み立て方や費用」、昼

食のあり方などが絡みます。 

また人は、歳とともに出掛ける

のが億劫になりますが、「歩く

会」は仲間と一緒だから出か

け易いのです。昔の遠足の様

にお喋りしながら歩き、見学し、

和気あいあいと食事をする。 

初参加の人でも気楽に解け合えて、親睦が深まる楽しい会なのです。 

 ちょうど、元号「令和」を聞いたのは「六
り く

義
ぎ

園
えん

」の桜花
は な

の下でした。人それぞれに最初に聞い

た感慨はあるでしょうが、この日の「歩く会」参加者には「小さな記念」となりました。 
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（6） アヒルの会 ～宮武 祥次郞～ 

アヒルの会が始まったのは平成１５年７月、今から約１７年前からでした。 

その当時の飛翔からこのゴルフコンペが’アヒルの会‘と命名された理由が記載されていま

した。「シルバーが多い平塚 MAC のゴルフの集い、無理をせずヨチヨチ歩きながらも前進

すると言う願いを込め

て’アヒルの会‘と全員

一致で命名しました」と

いうことでした。当時は

平塚 MAC の行事も少

なく、ゴルフを個人的に

楽しんでいた仲間が数

名いて、その仲間と平塚

MACの行事の一つとし

て立ち上げたのが始まり

でしたが、メンバーを集

めるのには苦労が多く、

多くても３組、時には平

塚MAC会員以外から駆り集めることもありました。 

それから１７年、今ではメンバーも大きく変わり平均年齢はそれほど変わらなくてもゴルフ

好きの集まりは年３回、４～５組を組めるほどになっています。 

成績はともかく広々とした緑の中で元気にゴルフができるだけで満足し、それでも賞品をも

らって若者のように嬉々として帰る姿を見るにつけてアヒルの会を続けたいと思う次第です。 

 

（7） 七夕ボランティア ～杉山 孝司～ 

 〝湘南ひらつか七夕まつ

り〟平塚に住む人々にとっ

ては、大きな行事であり、

また自慢でもあると思いま

す。そんな〝湘南ひらつか

七夕まつり〟に平塚MAC

が参加していることは、入

会して初めて知りました。 

 私が参加した時は、既に

七夕飾りの一部を作製し

たり、補助部品の整理や、

準備でした。しかし先輩方のお話や、過去の記録を見ると、もっと違った視点からスタートし

ていたようです。古くは栗原ホームの利用者さんの七夕まつり見学の支援から始まり、竹飾

りや準備に始まり、まつり終了後の清掃まで幅広くお手伝いされていたようです。 

 現在の七夕飾りボランティア活動は、下村、中川両先輩から多くのご指導いただき、いろ
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いろな作業をさせていただいています。簡単な作業と言っても、それは先輩方から見ての視

点で、先輩方から言われるほど簡単には感じませんでした。でももっと感じたのは、平塚の

自慢でもある〝湘南ひらつか七夕まつり〟に参加しているという、何とも言えない感覚でし

た。平塚 MAC のスタートのひとつにはボランティア活動団体としての活動があると聞いて

います。 

 ２０２０年には発足２０周年を迎え

る平塚 MAC ですが、その原点の

ひとつに「七夕飾りボランティア」が

あると思っています。永年諸先輩

方が培い、継続してきた「七夕飾り

ボランティア」は、育んできた平塚

市への恩返しのひとつとして、また

伝統ある平塚MACの活動として

今後も継続出来たらよいなと願っ

ています。 

 

 

（8） PC勉強会 ～中村 輝夫～ 

「ＰＣ勉強会の１２年」 

ＰＣ勉強会は平成１０年７月

に杉山洋雄会員を講師とし

て、だれでも参加できて役に

立つ勉強会として始まり、以

来月２回市民活動センタを拠

点として活動してきました。参

加者は今は１０から１２名程度

となっています。ＰＣ関係の技

術はハード、ソフトともに急速

に進んでおり、ＯＳ（オペレーションシステム）も WindowsＸＰ，Win７，Win8, Win10 と

変わってきました。WiFi やより高速な無線方式が主流になり、データの保存も「クラウド」と

言われる技術が使われるようになってきました。MAC の HP でも、「クラウド」で会員の誰

でもどこでも「飛翔」のバックナンバなどが見られるようになっています。 

PC 勉強会ではワードを使った年賀状造りなど具体的な事例 PC のより便利な使い方、

迷惑メールの情報・対策方法など役に立つ情報が得られます。 

PC 知識の多少に関係なくみんなで楽しく役立つように活動をすることを目指しています

ので、皆さんも参加しませんか。 
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（9） グルメの会 ～古和田 喜昭～ 

「グルメの会の思い出」  

今から8年前の新年会で隣り合わせになった谷さんと、「何か美味しいものを食べてゆっ

くり歓談出来たらいいですね。夜は高く付くから昼間でどうでしょうか」といった会話が発端

でグルメの会が誕生。背伸びしたネーミングが気にはなったが、厚木のそば会席宮本庵か

ら始まって毎年 3 回程。新しい店を探

しては食べ歩いて来た。 

中でも 5 年前の中秋の一日、伊香

保行が思い出深い。早朝平塚を発っ

た一行 6 人（今込、杉山孝、村松、明

神、藁澤、古和田）は一路上州路へ。

途中水沢観音に詣でる。諸々の御利

益のあらんことを祈願し、昼食は三大

うどんの一つと云われる水沢うどんに

予め決めていた。老舗 No1 の清水屋

へ足を運ぶ。店主お奨めのざるうどん

を注文。ごま垂れ付きだけのシンプルなもの。鮮烈な水と上質な粉、加えて熟練の技で練り

上げられたうどんは、一際光沢を放ち爽やかな喉ごしであった。一同「こりゃ旨い」讃岐をは

るかに凌駕し、稲庭に肩を並べんとする逸品。名物にも旨いものありの一品として記憶に刻

んだ次第。 

水沢を後にして、タクシー、バスを乗り継いで伊香保へ。高台から見遣る山波は、一点の

曇りもない天空に見事な稜線を画き、最高のおもてなしで我々を迎えて呉れた。そして温泉

へ、肌に沁む泉質と適度な湯加減は名湯そのもの。どっぷり浸り、湯上がりに呑んだビール

の旨かったこと。名物石段上りや土産物店を散策し、平塚安着は夜 9 時半を廻っていた。

一泊コースを日帰りでこなした弾丸ツアーは、シニアに取ってハードな行程となったが思い

出深い一日となった。参加諸兄の敢闘に多謝。 

尚、グルメの会は今期休会中。どなたか、この指留まれと声を上げて頂けませんか。 

 

（10） パークゴルフの会 ～今込 祐弘、杉山 孝司～ 

 パークゴルフの会の歴史は割と浅く、平成 23年にスタートしたようです。この年には 4回

実施し、延べで 38 名の参加とのことです。その後数年はこのペースで実施していたようで

す。 

 しかし、徐々に参加者の中から実施回数を増やしたいとの声が挙がってきました。またそ

んな時期にゲームに遊び心をと年間表彰制度が取り入れられました。パークゴルフにはホ

ールインワンという仲間やパークゴルフに親しんでいる周囲の方々に誇れる名誉があります。

そんな名誉プラス年間スコアを集計して仲間内で表彰したらどうかとの発想からでした。 

 開催ごとのスコアを集計し、平均スコアを出そうという試みです。1 回参加ごとにゲーム代

プラス 100円の参加費と平塚MACからの補助金をその表彰代に充てました。1位から 3

位まで、ブービー賞にホールインワン賞です。先ほど述べたような賞品の原資ですから、賞
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品と言ってもご想像の通りで

す。しかし賞品以上に名誉とな

ります。これは過去の「飛翔」に

掲載された、優勝者の寄稿から

もお汲み取り頂けると思ってい

ます。 

 １年目のスコアを基に２年目

からはハンディキャップ制度を

採り入れ、年度ごとにハンディ

改正を行い、現在みんなでプレ

ーしています。ハンディキャップ

制度を採り入れてから毎年の成績上位者は顔触れが変わっており、上手く機能しているか

なと世話人としては自己満足に浸立っています。また現在ではアルバトロス賞も増やし、成

績の向上を目指してみんなでプレーしています。 

 平均年齢が７５歳を超えた平塚MACの中で、青空の下、元気に身体を動かし、健康寿命

を維持していきましょう。また昼食時にはMACの歴史を語り合い、お互いの健康状況を確

認し合い、またちょっとした悩み事を相談し合っている時間は、替えがたいものと感じていま

す。 

 発足20周年を迎えた平塚MACで

すが、まだまだ先は永いです。「パーク

ゴルフの会」を今後も「健康寿命」を延

ばすツールとして活用していきたいと

思います。今後も皆様方とパークゴル

フ場で元気に顔を合わせることができ

たらと願っています。よろしくお願い致

します。 

 

（11） うた仲間 ～御崎 孝義～ 

2017年 9月にスタートした、歌をみんなでうたう会です。平塚中央公民館三階にある音

楽室で、毎月一回水曜日２時から４時半までを原則としてうたを楽しんでおります。歳に関

係なく続けられる趣味の代表である「みんなで歌う」ことは、私共の声帯の若返りはもちろん、

頭のめぐりの改善、ストレスの発散等による体調の改善、しいては健康寿命が延びる助けに

なると言われています。又、多くの人が一緒に歌うなかに、仲間どうしのきずなが強く結ばれ

ます。 

「ＭＡＣうた仲間」の特長は、うたごえとカラオケの良いとこ取りを狙ったことです。 

ＭＡＣうた仲間では、歌はジャンルを問いません。ユーチューブを使い、古い歌からポッ

プな歌まで、リクエストに従い、みんなで一緒に歌います。みんなで歌っている中で、知らな

い歌は、ハミングであわせましょう。うまい下手は無関係です。だから、お金のかかる歌の指

導・演奏はお願いしておりません。 
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参加費として一回 100 円

をいただき運営しています。

残念ですが喉を潤す水と

飴、以外はご法度です。 

令和元年 10月まで25回

開催し、参加された方は 22

名。延べ 255 名で平均 10

名が出席され、和気あいあ

いみんなで歌っています。昨

年の六月からは欲張って歌

の勉強になればと有志で合

唱の練習を始めました。 

そして、「平塚ＭＡＣ」の会員が気兼ねなく集い相互のふれあいを広め、きずなを結ぶ一

助になれることを希望しています。 

 

（12） 飛翔編集 ～山本 和昭～  

平塚 MAC20 周年という節目にあたり一言述べさ

せて頂きます。私が飛翔の編集に参画したのは平成

30年（2018年）ですので、経験 2年のひよっこです。

本来はここまで飛翔を立上げ・継続してきた歴代編集

員の方の文章が適切かと思いますが、令和元年

（2019年）時点で飛翔編集の編集長をつとめている関

係で、山本和昭がこの文章を綴っています。  

ご存じの様に、機関紙飛翔は毎月発行（2019年 10

月で222号を数えます）を続けてきており、この歴史の

積み重ねを大事にして行きたいと思っています。しか

し、実態は編集員 5 名で、編集の企画、皆様への投稿

依頼や、投稿内容の編集、印刷、配信等々、何とかやり

くりしている状況です。会員の皆様には、積極的な寄稿

をお願いすると共に、編集に関わりたいなどのご希望がございましたら、是非編集員までお

声掛け下さい。お待ちしております。  

ちなみに飛翔の第 1 号の記録を探ってみると、平成 14 年（2002 年）1 月の発行です。

その編集後記には、「シニアの皆さんがこれからの自由時間を充実した老後生活にするた

め、更なるバージョンアップが望まれます。『飛翔』はこのような願いを込めて命名した」と有

ります。  

今後、次の 10年、20年に向かい、毎月の発行を楽しみにして頂けるよう、創刊の思いを

胸に広報活動を続けて行ければと思っています。  

最後になりますが、現在の飛翔編集員は以下の 5 名です。江藤史雄、杉山孝司、西田良

雄、村松一男、山本和昭。よろしくお願いします。 
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5.平塚ＭＡＣと私 

池田 忠宏 

２００３年（平成１５年）秋にリタイアしたが、ここ平塚の地で余生を過ごすとは思わなかっ

た。むろん生まれも育ちも縁がなかったし、知人も土地勘もなしで来た。どうしよう？悩ん

でいる頃、市の公開講座「男の講座」なるものが目に入った。男女共同参画なる言葉もは

やり始めたころで、後で触れることになるが、神奈川県の企画にも同類の提案がされてい

た。 

そんな経緯で「男の講座」を受講、その後縁あって翌２００４年（平成１６年）に「平塚ＭＡ

Ｃ」に入会した。同時期、市民活動サークル「湘南アイデアサークル」にも入会し、結構忙し

い日々を過ごしていた。ＭＡＣの活動へは、それほど積極的ではなかったような感じがして

いる。 

２００６年（平成１８年）には前出の県の企画に参加し、「神奈川シニア社会参加推進サー

クル」なるものを立ち上げた。私の行動の中心はそちらへ傾いていった。 

MAC 入会後１０年も経過した頃（平成２７年）、古和田会長の時に幹事、学習会を担当

（世話人）することとなった。ここが「学習会」との本格的な出会いとなり、５年近く、世話人

諸氏とつき合っている状況で、皆さん経験豊富でいろいろ勉強になっている。 

一方では、この時期「ＭＡＣ創立 20 周年記念」の行事と重なり、来年に向け関係者と四

苦八苦しながら取り組んでいる。２０年の軌跡を、みんなで振り返るいいチャンスにしたい

ものです。 

 

市川 榮 

－ 二度目の青春を謳歌 － 

MAC 入会１６年、楽しい数々の思い出があります。１泊２日のバスツアー。上高地、蔵王

と、とくに魅せられて女房と３度も訪れました。樹氷の美しさ、自然の川の流れは言葉では

言い尽くせないほどです。ぜひもう一度行きたい場所です。 

入会して、歩く会、七夕飾りボランティア、料理の会、美術鑑賞会、学習会と、多くの催事

に参加してまいりました。現在ではパークゴルフが楽しくて、月２回の開催が待ち遠しく、楽

しみにしております。 

健康維持のために、よく食べ、よく動いて、よく眠るをモットーに、これからも MAC の行

事には極力参加してまいりたいと思います。 

 

伊藤 孔三 

－主権の理想像探し－ 

平塚MAC永遠なれ、20周年おめでとう。 

開運は MAC との出逢いで始まった。「男の講座」で先輩から誘いをいただき仲間入り

（2002.6.29）すると、そこに、自由に発想し平等に参加し絆豊かな第二の人生を楽しむ

笑顔があった。それ、すなわち憲法前文の「国民に存する主権」の民主の広場とみた。諸行

事に率先挨拶。言動一致で溶け込み、新しい課題に磨きをかけながら、次は自助、共助、

公助の理想像を探すため、市政や県政、国政モニターと公募委員になり、広く行政を学ぶ。
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改憲政治に対しては最高の使命を痛感、「国民主権者の改憲考」と「戦争根絶と地球文明」

を公表し、国民投票日に備えた。 

理想像探しも平均寿命年齢を過ぎ、幸運者が集う余命期に入ってからは、理想より現状

維持、失敗回避を心得とし、一期一会の出逢いを健やかに過す日々が多くなった。今の心

境は、静かな八合目の景観のようだ。向こうに、男女が参画する MAC の新時代が見えて

いる。 

 

今込 祐弘 

MAC 入会のきっかけは、平成２４年ごろ平塚市の福祉課で「男の料理教室」が行われ、

参加しました。そこへ MAC の人が PR に訪れました。興味を引きましたが、私はまだ仕事

を持っていたので、しばらく考えて数ヵ月後に入会させていただきました。その方がもしPR

説明に来られなければ、MAC との出会いも違っていました。その方が誰だったのか、いま

だに不明です。瞼の親に出会いたい気分です。 

よく「人生は偶然の出会いの重なり」と言われます。物でも、人でも、出来事でも。MAC

の皆さんとも、ご縁があっての出会いです。 

また、良く生きるためには「やる事がある、行く処がある」と、張りのある生活が大事と感

じます。MAC の行事が、それを満たす一部となっています。それには、多くの人のお世話

になって成り立っていることに感謝します。 

 

江藤 史雄 

－平塚MACの会に入会して－ 

２０１８年の春に、図書館で「平塚 MAC」への入会勧誘チラシを見て入会。現在は、下手

ながらゴルフが好きで「アヒルの会」に。また、平塚市は囲碁の普及に力を入れ、様々なイベ

ントが開催されることを知り、初心者募集の囲碁講習会に入会して、基本を勉強して「囲碁

を楽しむ会」に。それから、様々なテーマの講演会や美術鑑賞で知識が得られる「学習会」

に。さらに、会の継続には会報発行は重要であると思い、「飛翔編集員」に参加して、皆さん

と親しく、楽しく活動させていただいています。 

しかしながら、近年は会員の減少や健康上の理由で活動不参加される方が増え、各部

会の活動が先細りになっているとの話を聞くにあたり、また、定年延長で就労年齢が高ま

る時代の中で、ますます男性の当会への新規加入が難しい状況にあることを踏まえると、

会員の減少に歯止めをかけて新規会員を増やすためには、近頃、さまざまな分野に進出が

著しい女性の加入も認めて良いのではないかと思う今日この頃です。 

 

及川 愼也 

平塚MACに入会させていただき、３年目になります。主に、囲碁の活動に参加させてい

ただいております。新しい人たちとの出会い、頭を使い、少しでも上達する喜びなどがモチ

ベーションになっております。 

これからも、よろしくお願いいたします。 
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大内 賢一 

入会の動機は、退職後これからの生き方をどのようにすべきか模索していたところ、市の

男女共同参画室主催の「男の講座」（最終回）を市報で知り、早速受講。受講を終えて即

MAC の先輩会員からの活動内容等の説明と入会のお誘いをいただき、喜んで入会させ

ていただいた。 

会の活動は多岐に亘り、勉強会やスポーツ、旅行、夜の懇親会等々ほぼすべてに参加し、

皆さんとの親交を深めると同時に、新しい幅広い知識や多面的な人生観を習得することが

できた。また、役員や世話人として会のあるべき将来の姿を模索し、真剣に議論を交わして

試行錯誤の連続だったが、自分なりに充実した活動だった。 

入会して得たことは枚挙にいとまなく、大変満足し感謝している。今後もできる限り多く

の活動に参加して交流を深め、心身ともに健全な人生を送りたいと願っています。 

 

大野 耕一 

－ 知識・経験・情報を交換し、交流する場 － 

平塚 MAC には設立当初から参加している。時には養護施設の方々の七夕まつりのク

ルマ椅子での見学を援助したり、商店街の七夕飾りづくりを手伝ったり、平塚海岸の清掃

をするなどのボランティア活動をした。平成１５年には、「会員とともに学ぶ」をテーマに、学

習会が立ち上がった。ウイスキーの楽しみ方、イタリアでの生活体験、やきものに魅せられ

て、自分史を上梓して等々、話の内容は豊富。外部講師をお招きして、博物館の学芸員に

「家康ゆかりの平塚」という講演をしていただいたり、美術館の展覧会を見学することもし

た。中でも印象に残っているのは、平成２６年９月に平塚市美術館の市民アートギャラリー

で、「会員による趣味の作品展」を開催できたことだった。 

私はいろいろな会合に出席し、会員に病気のことや家族のことなどを気軽に話して相手

の方からも情報をいただき、大変参考になったことがある。平塚 MAC は、会員がお互い

の知識・経験や情報を交換し合い、交流する場だと思っている。学習会の世話役の一人と

して、今後も会員の方々のお役に立てればと願っている。 

 

小川 正清 

私がＭＡＣに入会させて頂いたのは、今から５年前の 2015年だったと記憶しています。 

定年後しばらく縁があり、外国研修生の指導を兼ねた職場で働いていました。ＭＡＣの存

在を知ったのは、ボランテア活動団体に関しての公報記事でした。不安半分と期待半分で

活動団体見本市に参加し、ＭＡＣの仲間入りができました。 

ＭＡＣの諸活動のなかで特に興味を持ったのは、ゴルフサークルでした。それ以降、年 3

回のアヒルの会コンペには、欠かさず出席しております。日頃はゴルフ人生を維持するため、

毎朝のウオーキングと筋トレを日課とし、体力維持に努めています。 

これからは他のサークル活動にも参加し、人との繋がりを広げていきたいと思っていま

す。 
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加藤 和夫 

私の趣味は、現在、囲碁しかありません。「平塚 MAC 囲碁を楽しむ会」があることを知

り、平塚 MAC に入会させていただきました。体調が良くない時があり、毎回出席すること

はできないのですが、囲碁を打っている時間はとても楽しいです。これからも、よろしくお

願いいたします。 

 

川出 孝幸 

２０１３年２月の第８回ボランティア博覧会への参加でこの会を知り、４月に入会。申請事

由は「活動の内容、活動の見学（学習会）などから」でした。それから６年と８ヵ月。この間、

幾つかのサークルに参加し、楽しく活動することができました。また、会員の皆様とのコミュ

ニケーションを通し、知識の豊かさ・深さに敬服しております。今は“うた仲間”で大きな声

を出し、“学習会”で知識を得るなどしています。 

さて、男の健康年齢は７２歳と、学習会で学びました。正にその通りで、徐々に身体能力

が衰えていくのを実感しています。「健康第一」そして「好奇心を忘れずに」過していくため

にも、サークルに参加して体や脳に刺激を与え、身体能力の衰えを遅らせていきたいと思

っています。 

 

北 猛光 

歌うことが好きで、MACの「うた仲間」で月１回歌のうまいメンバーと楽しく歌っておりま

した。が、高血圧（１９０～２００）で心臓肥大になっており、ドクターからは何が起こっても不

思議ではないと言われています。「うた仲間」で何かが起こって迷惑をかけてもいけないの

で、欠席しております。 

 薬が効いて正常な血圧に戻ったら、またMACのメンバーと歌わせてもらえればと思って

います。 

 

栗原 弘 

私が平塚ＭＡＣに入会したのは、３年前の７０歳の時でした。今までは、ゴルフもお酒も

仕事中心の生活でした。これといった趣味もなく、ボランティアや社会貢献をする時間もあ

りませんでした。それでも運動は好きで、平塚の体育館のジムには通っていました。そんな

とき、偶然宮武さんや田辺さんにお会いして会のことを聞き、私の求めていたものがたくさ

んあることを知りました。 

今までにいくつかのサークルに参加させていただきましたが、やっと仕事ではない仲間と

心から楽しむことができました。私より先輩の方々からも、経験を通したたくさんのことを学

びました。また、私が大病をしてクヨクヨしていると、病気の先輩から励まされ、本音で関わ

ってくださることが新鮮に感じました。最近は料理やカラオケにも参加し、これからは社会

貢献にも参加していきたいと意欲満々です。 
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古和田 喜昭 

「男の講座」からの卒業生の有志が蒔いた種が今や根太い幹となって、平塚地区シニア

ーサークルのシンボル的存在に成長したことはこの上ない喜びで、同慶の念に耐えないと

ころです。言い出しっぺに、大いに敬意を表したく思います。 

私には、いろいろなサークル活動を通じて多くの方々と交流ができていることが、毎日の

生活にハリを保たせてくれています。各サークルの世話人のボランティア精神に感謝の気

持ちを捧げつつ、これからもよろしくご指導賜わりたく、お願い申し上げます。 

 

笹尾 拓義 

私は平塚MAC当初からの会員で、今年で 19年になります。その間、「料理を楽しむ会」

と「学習会」の代表世話人を経験させてもらいました。その中で最も印象に残ることは、現

在の平塚駅南口広場に至る平塚 MAC として係わった活動です。市民活動センターは、

「自主的に地域の課題を解決していこうと考える市民活動団体のためのまちづくり」の拠点

として設置されています。平塚MACは発足して以来、会員相互の親睦、仲間・居場所づく

り、相互研鑽を主な活動として多くの実績と成果をあげてきました。そのような状況下で、

平塚 MAC として「センター設立の理念をどのように考え、センターを利用しているか」、

「市民のニーズに応えているか」を自ら問うていく必要があると常々考えていました。そうし

た中で平成24年2月に行われた「市民活動パワーアップ講演会」に参加して、心を動かさ

れました。それは、分野別部会の一つ「花のまちづくり部会」に平塚 MAC として加入し、そ

の力を部会テーマの解決に活かして地域に貢献することです。そのことを役員会に提案し、

承認されました。 

月に一度の南口広場の「草むしりと清掃」を平塚 MAC が中心となって進め、「広場を人

が入れる花のある公園」とするよう行政への働きかけを行いました。その結果が行政を動

かすきっかけとなり、現在のバラが咲き乱れる南口広場につながりました。バラが咲き乱れ

る南口広場につながりました。この活動を通じて他の市民活動団体との交流や行政との係

わり など良い経験となり、そのことが今でも思い出されます。 

 

佐藤 洋一 

平塚市の男女共同参画事業の一環で、定年を迎える年齢層の人対象に講習会があり、

退職直前だった私は、退職したらどう過ごしたら有意義かを探す目的で参加しました。講

習会が終了後、このまま散会しないで会を作り、活動しようという提案に賛同したメンバー

でスタートした平塚MACも２０周年を迎えると聞いて、長く活動しているなと思いました。 

この会は、他にあまりない形のグループなので、会員が家族との生活以外に、同じ年齢

層の似た趣味を持つ仲間と過ごす時間は、楽しく有意義で必要な会なんだなと強く強く思

いました。私も機関紙「飛翔」の編集、歩く会、アヒルの会、パークゴルフの会、料理を楽し

む会には楽しむため、できるだけ都合をつけて参加してきました。 

現在、家庭の事情で休会していますが、復活したらまた参加したいと思っていますので、

その際はよろしくお願いいたします。動団体との交流や行政との係わりなど良い経験となり、

そのことが今でも思い出されます。 
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居石 鋭二 

学生時代からスポーツが好きで、高校でワンダーフォーゲル部、大学でスキー部に所属

し、還暦過ぎまで楽しんでいました。しかし、家族から新聞紙上を騒がしている中高年の遭

難を心配され、控えるようにしました。周りからはゴルフを勧められましたが、若いころから

「止まっている球を打つ」とナメテいたので、長続きするか心配で、道具は中古品を購入し

て始めました。 

同時に、体力維持のため総合体育館に通い始めました。ところが、ゴルフの楽しさにハマ

り、ゴルフクラブにも入会し、本格的に取り組みました。たまたま、体育館で会員の加藤さん

と話す機会があり、アヒルの会のコンペに誘われて参加しました。そこで、MAC の自由で

親しみやすい雰囲気が気に入り入会、今日に至っています。 

 

杉山 孝 

私は平成 18年にMACに入会して、１３年が過ぎました。サロン会、グルメの会、料理教

室、学習会などに参加させていただき、多くの知り合いもでき、イベント活動を楽しんでおり

ます。 

これからも参加させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

杉山 孝司 

－楽しんでいます！ 平塚MAC－ 

MAC の先輩にお話をいただき、入会しました。役員面接の席でアヒルの会の話とお誘

いを受け、その場で参加をお願いしました。これが自分のMACでの最初の活動でした。 

各部会等での感想は、次のような感じです。 

【アヒルの会】今日も元気にクラブ振り 池に入れたり砂場遊びも 

【料理を楽しむ会】慣れぬ手で包丁さばきのお父さん エプロン姿の料理教室 

【歩く会】工場見学山歩き 最後は決まってビールで乾杯 

【学習会】仲間等の経験談を糧にして まだまだ成長人生百年 

【パークゴルフの会】青空の下で芝生の上歩き ひそかに狙うホールインワン 

【七夕飾りボランティア】湘南の七夕まつり 今年また飾りを繋ぐMACの伝統 

【飛翔編集員】頂いた原稿からも伺える 皆で過ごした楽しいひと時  

【定時総会】総会で互いの健在確認し また一年間の健康誓う  

【懇親会】今年また懇親会で酌み交わす 酒の旨さに歓びの歌 

こんな楽しい平塚 MAC の会に入会させていただき、ありがとうございます。気力、体力

の続く限り、MACでの会員活動が続けられたらと願っています。 

 

杉山 洋雄 

私の入会のきっかけは、リタイア後に友人との会話でソバ打ちの話が盛り上がり、それな

ら私にも出来ないかと思い立ってWeb検索。偶然、平塚MACホームページで過去の料

理を楽しむ会のソバ打ち講習が目に留まり、早速入会申し込みをしたのが縁でした。 

しかし入会後 11 年経ちますが、ソバ打ちはまだ実現していません。(笑) 正直なところ、
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当時 MAC の活動内容はよくわかっていないのが実情でした。その後、アヒルの会やその

他の活動等を通して、多くの会員の方々と和気あいあいの交流が出来た事に感謝してい

ます。 

また、PC 勉強会では一緒に勉強させていただきながら、会員の皆様が PC で困った時に

微力ながらお役に立てるように、今後も一層努力をしていきたいと思っています。 

 

鈴木 利明 

私が平塚 MAC に参加した時、会員は４０数人でした。その後年々増加し、７０人位にな

った時もありました。当時も、高齢化や定年退職の急増が社会の大きな課題になっていま

した。現在、このような事態に実際になって、地域社会の中で生活している高齢者にとって

有意義な活動をする MAC について、その大切さはますます強くなっているのではないか

と思います。 

今、私は８０代半ばになろうとしています。独身の身になりました。私が思っているには、

身近な社会への関心がもっとあっても良かったということです。そのため、新聞の地方版、

市の広報はもとよりローカル紙、自治会の回覧もよく見るようになりました。 

すると、如何にいろいろなことが、いろいろな所で行われているか、改めて感心させられま

した。私は相隣関係が少な過ぎたと感じました。特に男性同士では、顔はわかっているが

挨拶程度で話は殆どしたことがありませんでしたので、近くの男性に呼びかけて毎月雑談

会をし、情報交換をすることにしています。自分だけで固まってしまうのは残念ですし、そ

れを解決するためには、自分から何かしなければ進まないと思っているところです。 

さて、MAC についてですが、会員相互の活動が第一ですが、それだけで固まらず、社

会へも目を向けた活動、社会の中で存在が感じられるような活動へも視野を広げたらどん

なものだろうかと思っています。 

 

鈴木 春雄 

私は退職後の時間の過ごし方として、スポーツと日々の散歩を始めました。ある日途中

で公民館に寄ると、MAC の掲示を見て各種活動をしているグループと知り、入会させて

いただきました。 

初めは学習会の“遡り日本史講座”に通い、より深く知りたいと図書館に行き、知的世界

の広さ・深さに誘われたキッカケを得ることができました。 

その後 MAC の総会で、室内ゲームをやりたいと思って「囲碁を楽しむ会」を知り、初心者

になり、思い切って参加して早や３年を超えていますが、またこのゲームの深さには感服し

ています。 

これからも、MAC で活動できることには参加して皆さんと楽しみたいと思いますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 

髙橋 国夫 

平成１３年４月、平塚市男女共同参画課主催の「男の講座」を開設するチラシを見て、未

だ在職中でしたが、老後の生活指針を勉強のために受講しました。隣りの大磯町からは私

一人でしたが、この講習を通じて平塚市の同年配の方々と将来についていろいろな話をす
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ることができ、老後不安の一部が払拭されました。 

「男の講座」終了者に平塚 MAC 入会を勧められ、入会することになりました。在職の傍

ら、平成２０年に編集員を務めることになり、経験のない事ゆえ不安の連続でした。会員の

皆様からの原稿の主旨を変更することのないように編集することの難しさを痛感する連続

でした。 

ある時はお褒めの言葉や、またある時はきつい苦言を頂戴し、反省の連続でした。しか

し、完成した飛翔を会員の皆様に配布し、お礼の言葉を戴いた時は達成感で一杯でした。

会員の皆様からの投稿と編集員の方々の熱心な討論を通し、自分には持っていない多く

の知見を得たことは私の大きな財産になりました。また、「学習会」、「歩く会」、「サロン会」

等に参加し、とくに「歩く会」での一泊旅行は一杯飲みながらの膝を交えた懇談は、貴重な

体験として残っております。 

これからも、平塚ＭＡＣが末永く継続して行くことを期待しております。 

 

髙𣘺 龍正 

私は４０余年の間東京の郵便局で働き、途中平塚の地に宿舎。そして住居を建て子供も

授かり安住し、平成 10 年６月には定年退職して初めて妻子がお世話になった平塚にとっ

ぷりつかった人生が始まりました。 

以来、当初の昼間の平塚はチンプンカンプンでしたが、こんな時、見たのが市の新聞の

「男の講座」募集でした。定年で退職者の残る人生を地域への貢献と働き場所に出発する

ための勉強の機会でした。月１回１年間を区切り、市の事業、産業、環境、市民、地域活動、

料理つくりまでを勉強させて貰いました。卒業後、ＭＡＣの会に加入させていただきまし

た。 

働き蜂がいきなり目標のない原野に放り出されて途方に暮れていた私は、以来ＭＡＣで得

た友人とか地域の人々を知り、私の老後の道筋をつけさせて貰えた気がします。同時に、

家族と平穏な生活を続けさせていただけた平塚に感謝し、残る人生の幾ばくかのエネルギ

ーを提供するべきと考えております。 

以来、自治会役員、花水福祉コミュニティーグループ、福祉村ボランティアなどのほか、

元職場職員や同僚のＯＢ会などを経てきております。老境の現在は、地域の「八万時間の

会」で健康時間の延長に努めております。米寿を得た今、モットーは、「ありのままの現実、

今の自分、そして現在を認識し容認して行きたい」と思っています。 

 

谷 厚太朗 

MAC のメンバーが増えない時期が嘗てあった。公民館などに会員募集のポスターを出

してもあまり効果がない。そんな時「男の講座」復活を市に打診してみたが、計画に無いと

のツレナイ返事。でも偶々「行政提案型協働事業」があるから、そこに新しい企画提案を出

してはどうかと勧められた。名称は『シニア向け市民活動入門プログラム（平塚 MAC 主

催・市協賛）の実施』としたが、内容は全くの「男の講座」のリメイク版。2009 年 10 月、公

開プレゼンテーションにそのプロモーター役を小生が務めた。選考審査の結果、事業実施

の許可が下りた。但し条件が付いた。曰く『参加者は男性限定とせず、女性の参加を考慮

に入れる事』。つまり「男の講座」ではないのだ。数ある中、一つぐらい「男だけ」を対象にし
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たのがあっても良いではないかと協働推進課に食いついてみたがダメ。結局この企画はオ

クラ入りとなってしまった。MACの長い歴史のヒトコマ、小生の苦い記憶となった。 

 

千坂 弘保 

－ マルチ人生がより豊かに － 

１９９０年代に企業の社会貢献動が注目され、その啓発・普及をはかるため経団連に社

会貢献委員会が新設されました。私もその委員会の委員の一人として参画しました。在任

中に阪神・淡路大震災が発生し、総力をあげて復興支援活動にも尽力しました。この間、自

分の人生の第三ステージに向けて、個人、家庭人そして社会人としてどうあるべきかの多く

を学ぶことができました。 

第三ステージでの個人と家庭人の在り方についてはおおよその心づもりがありましたが、

社会人としての生き方が課題となりました。その課題の一つが、社会・地域活動などを通じ

て恩返しをすることでした。 

そして、この課題にそった社会・地域活動として、県知事懇談会湘南代表委員、市政モニ

ター、自治会の役員さらに 1パーセントクラブ会員などを務めてきました。 

その頃、「男の講座」に参加し、その折、河越元会長から学びと仲間づくりに是非ともとお

誘いを受け、平塚MACに入会しました。入会早々に幹事を仰せつかり、明神さんとサロン

会を担当、また懇親会、学習会、アヒルの会、うた仲間の会など諸会に参加して皆さんと交

流を重ね、仲間の輪を広げてきました。この外の平塚 MAC の活動として、２０１４年秋に開

催した「趣味の作品展」、そして有志による安田靫彦画伯の足跡を訪ねた「修善寺の旅」は

とりわけ思い出深いものがあります。 

平塚MACは、入会以来今もなお私のマルチ人生に花を添えてくれています。 

 

手柴 常憲 

－「ちょうどよい」－ 

今回のテーマを聞き、最近ふと目にした「ちょうどよい」という詩を思い出しました。有名

な詩なのでご存じの方も多いでしょうが、「お前はお前で丁度よい。顔も体も名前も姓も、

お前にそれは丁度よい。…以下略」で良寛作とも言われましたが、実際は石川県のお寺の

住職の奥さんの作だったようです。これは「無理しなくて、そのままで良いんだよ」とも読み

取れますが、実は与えられた自分の道を追求して進みなさいという意味深い詩だそうで

す。  

私にとって平塚 MAC は、不遜にもこの詩の本来の意味と異なる「ちょうどよい」もので

あり、何かにつけ「ねばならない」の言葉に追われると、「できれば」の気分で参加出来る私

に「ちょうどよい」、いやむしろ「都合の良い」ものだったのです。ただそんな平塚 MAC を

支えてくださる役員、世話役の方々に対して、常に深い、深い敬意と感謝の念を忘れぬよう

にと肝に銘じてはいますが…。 

 

豊住 信也 

私が2003年に平塚MACの会員に入れていただいてから、16年にもなります。

入会の動機は、わが家の粗大ごみ対策として強く勧められたからですが、実際に参
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加してみると、みなさんの和気あいあいの雰囲気が心地よく、企画された行事も楽

しく、料理教室や勉強会に加わりました。 

残念だったのは、2009年 3月の大磯吉田邸見学が直前の火災で中止になったこ

とでした。 

しかし入会当初と異なり、最近はすっかり幽霊会員になってしまいました。原因は、

共働きの娘夫婦の孫 3人の世話の手伝いを始めたことが大きいと思います。始め

て見て、「こんなに時間を取られるものなのか！」と驚きました 

あと 2年ほどで解放されてMACの活動に復帰できそうですが、その時自分の

気力と体力がどうなっているか心配です。 

 

中村 輝夫 

平成２７年１０月、平塚市南地区センターの掲示板にあったMAC会員募集のポスターを

見て、趣旨に賛同して入会しました。会員の皆さんに早く名前を憶えて貰えるように、翌３

月に学習会で「開局５０年を迎えた 私のアマチュア無線」として話をさせて頂きました。 

PC 勉強会、料理教室、学習会等各種行事には極力参加を心掛けています。皆さんよろし

くお願いします。 

 

西田良雄 

-機関紙「飛翔」と歩んだ 18年間 - 

男の講座を受講したことで、次年度の「男の講座」の企画委員を２～３年やりました。そ

の間にいろいろな人とのふれ合いで、平成１２年、平塚ＭＡＣの設立となりました。 

平成１３年１１月１３日～１４日に行われた福島一泊旅行のバスの中での会話で、「現在発

行されている会報『平塚ＭＡＣ』は配布が全員に浸透していない時があり、会報を担当して

いる事務局の負担を少しでも軽減できるように、情報紙の発行を有志でやろう」と言うこと

が話し合われました。そして１２月の「大磯史跡巡り］終了後の親睦会で、参加者の総意で

機関紙名が「飛翔」に決まり、役員会で機関紙の発行が決定されました。年末の１２月２９日

に編集会議を平塚駅前の喫茶店で開催し、翌年の平成１４年１月７日に第１号が発行されま

した。 

コンビニでコピーをして、会員が集まったときに配布をしたり、戸別配布のできる人には

配布をお願いしたり、郵送しか方法がない人だけ郵送をしました。編集員は種々の行事に

積極的に参加をして、取材記事を書きました。平成１５年５月に市民活動センターが設立さ

れたことで、会議室や印刷機があり、活動拠点になりました。 

あれから１８年を経たことで、機関紙「飛翔」は２２５号を超えました。１号から従事して来

た私にとって、各号のそれぞれに思い出があり、懐かしくもあります。今思えば、平塚ＭＡＣ

の会員相互の知識の向上と親睦を深めるための広報活動に、少しはお手伝いできたかな

と思います。 

 

原囿 信夫 

もう２０年前になりますが、退社まであと１０年というときに、「定年を迎えてからでは遅す
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ぎる、何かを始めよう」と思いました。ある朝、平塚広報をみたら「男の講座募集」の案内が

あり、どういう人が参加するのか、確認の電話を入れました。 

すると「年齢は問いません、定年を迎える人が多いようです」とのことでした。参加を決意し、

2 年連続で参加した頃、男の講座のＯＢ会として「平塚ＭＡＣ (Men’s Active-life 

Club) が発足しました。男の講座の運営企画をサポートする一方で、サロン会(飲み会)、

料理教室（料理を作ってつまみにして飲む）、七夕ボランティア、歩く会、一泊旅行など「地

域仲間作りは健康の証」と楽しく、同好会がたくさん発足しました。囲碁を楽しむ会、歌声

喫茶など参加したいものもたくさんあります。 

これからも、皆さんと元気に仲間づくり、地域貢献に頑張っていきたいと思います。 

 

張ケ代 尚治 

私は昭和５８年（５１歳）に平塚に移住してきて、平成１０年（６６歳）に退職しました。在職

中は市内に知人はおらず、市内で言葉を交わすことはほとんどありませんでした。平成１３

年の「男の講座」を受講して平塚ＭＡＣに入会して歩く会に所属し、料理教室、七夕ボラン

ティア、パークゴルフ、パソコン教室などに参加させていただきました。 

平塚ＭＡＣのホームページで写真集を開き、一泊旅行、ウォーキングなどを眺めて元気

な時の様子を懐かしく思い出しております。４年前に脊椎を圧迫骨折し、1 昨年、背骨の補

強手術をして、今はパソコン教室のみに参加させていただいております。 

平成１６年に、市の健康課主催の旭南地区「生き生きワークショップ」があり、古賀さんか

ら指示をいただき、水永さんと参加いたしました。その後、「旭いきいきクラブ」を水永さん

達と立ち上げ、公民館と共催でウォーキング、バス旅行、健康体操などを主催してきました

（現在は健康体操のみ）。 

平塚ＭＡＣに参加したことによって交友範囲が広まり、感謝しております。 

 

福島 亨 

私がMACに入会したキッカケは、平塚市保険課主催の「腹囲をマイナス何㎝にしましょ

う」という講座に通っている時に、今込さんから「男性だけの会があるので、興味があれば

入会してみませんか」とお誘いをして頂いたのが始まりです。 

入会してみると様々な会があり、驚きました。まず、七夕のボランティア活動として、飾り

つけのことを皆さんに教えてもらいながら手伝いました。また料理の会では、最初の料理教

室の時にはご飯を炊くことから教えて頂き、今まで全くしたことが無かったので、 

とても楽しかったです。今ではたまにリンゴなどをむき、喜ばれています。そして、会で知り

合えた西田さんにマジックを教えて頂いています。 

最後に、歩く会では家族の参加もよいということで、時々妻を誘って名所や興味を引くと

ころに行って楽しんでいます。また、いろいろな方々とご一緒出来ることを楽しみにしてい

ます。 

 

森  勉 

私は最初、富士山に登りたいと思い、ジムに通っていました。そんな時に、宮武さんより

のお誘いでMACの会員になり、アヒルの会に参加させて頂き、毎回楽しいゴルフをさせて
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もらっています。 

MAC の会が２０周年を迎えると聞き、なるほどと思いました。会長さんはじめ、役員の

方々また会員の皆様のお人柄がきさくで素晴らしい人達ばかりで、納得しました。私自身

あまりお役に立てないのですが、会員の一人として楽しい日々を送らせて頂いています。

一盃、一盃、復た一盃。 

酒も少し嗜みながら、ゴルフ、ゴルフ、復たゴルフと、会のそれ以外にも参加させて頂き、

後半生を過ごしたいと思います。これからも、よろしくお願いします。 

追伸 パークゴルフでホールインワンが取れたのが、嬉しかったです。 

 

御崎 孝義 

古希を迎え、新しい出会いを期待してぶらりと寄った旧平塚市役所ホールに掲示された

チラシの「平塚ＭＡＣはシニア男性の団体です。シニアライフを楽しく有意義に過ごす・・・・」

の言葉に惹かれ、平成２５年７月、会員になりました。 

60 人余の会員、１０を超す部会数は、多すぎも少なくもなく、居心地の良いきずなで結

ばれています。仲間は多士済々。会員による講演あり、部会での指導あり、過日美術館で

開催した「趣味の作品展」には、素晴らしい作品が並びました。今、シニア男性との繋がり

が喜寿を迎え、体調を崩した私の活力となっており、「囲碁」と「うた仲間」の部会に参加し、

他の部会にも出来るだけ顔を出そうと思っています。 

 

水永 浩一 

私が MAC へ入会したのは、会社生活を終えた６5 歳頃でした。その頃は、様々な不安

がつきまとい、中でも健康不安に次いで勤めていた会社とのつながりもなくなり、孤独な毎

日の生活が不安でした。会社をリタイア後、収入減の暮らしの変化も想定、また家族との関

係についてもその在り方など真剣に考えながら第二の人生を如何に楽しく、有意義に暮ら

そうかと悩んでいました。 

そんな時、平塚市の高齢者講習会に参加してMACの存在を知り、地域社会との交流、

絆づくりが始まりました。入会してからは様々な行事に参加、交友関係も広がり、更にはそ

の運営にも役員として加わり、充実した地域での生活を楽しんできました。 

なかでも平塚市の七夕飾りの製作支援は、市の伝統継続に大いに貢献するボランティア

活動であり、やりがいを感じたものでした。また、当時の行事には入っていなかったゴルフ

の会（アヒルの会）を立ち上げることができ、今日まで毎年続いていることに感謝しておりま

す。 

これからもそれぞれの行事が盛況に実施され、多くの会員に親しまれることを望んでや

みません。平塚MACが近辺に住むシニア男性の居場所づくりと地域貢献にこれからも大

いに寄与することを願っており、一層の発展を祈っております。 

 

宮武 祥次郎 

定年退職後７年間嘱託として勤務している間、会社を止めたら地元平塚には友人はおら

ず、学生時代の友人、会社の友人などは遠方でそうそう一緒に遊ぶこともできないし、不

安を持っていたときに目に入ったのが平塚市のホームページの中の平塚MACでした。 
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その内容をプリントアウトしてしばらくの間机の引き出しにしまい、それを思い出したのが

会社を完全に辞めて数日経った時で、すぐに平塚MACの事務局に連絡を取り、それから

早いもので１１年。その間、アヒルの会の幹事を９年、役員を８年と経っていました。 

サラリーマン引退後の目標として（１）地元の友人をつくる、（２）体力をつけて健康をでき

るだけ長く維持する、（３）ゴルフのエイジシュートを達成する、この３点を掲げてこれまで自

分なりに努力をしてきました。１）の友人をつくる、２）の健康の維持の１部、この２点は平塚

MAC での活動の中で作り得たものと感謝です。（３）は命運が尽きるまでかな？ これか

らも平塚MACの活動に係わっていきたいと思うこの頃です。 

 

明神 健児 

私は６０歳定年を迎えるまで東京勤務を原点に、関西や海外勤務等、平塚はただ寝に帰

るだけの生活を送って参りました。したがって、定年と同時に痛感したことは、あまりにも自

分の住んでいる土地について知らないこと、知らない人達ばかりという状態で、ハタと困惑

しておりました。 

そんな時、市の主催する“男の講座”の募集を見てすぐに申し込んだのが、後のMACに

繋がるチャンスだったのです。爾来ここに集まってくれた人達は実に有能かつ前向きな

方々ばかりで、たちまち６０人という参加者を得て、しかも異業種の皆さんの集合体なので、

アイディア満載、たちまちにして楽しい会を立ち上げてしまいました。 

今では街角でバッタリ会って、親しくお話しのできる仲間が増えて、さびしい老後どころ

か、これぞ我が町してやったりと、自分で自分をほめてやりたい気持ちです。それもこれも、

会を立派に運営してくれる役員さん達がいてくれるからこそだと思います。 

池田会長は私達が無理にお願いして受けていただいたのですが、さすが見事な采配振

りで立派に運営されていらっしゃること、２０周年を記念するに相応しい名会長さんだと思

います。また若返りも新しい会員さんを得てどんどん進んでいるようで、ご同慶に耐えませ

ん。ますますの発展を切に祈念いたします。 

 

村松 一男 

横浜から越してきて、７年余りが経ちました。越してきたのは平成２４年５月で、その時に

MACに入会しました。碁の下村さんの誘いでした。入会当初から、ほぼすべての行事に参

加しました。少しずつ知り合いが増えていき、飲むのが好きだから、宴会には積極的に参加

しました。 

仲間との酒は美味しかったです。そんな生活が続き、いつ頃かわかりませんが、身体に

異変を感じることが続くようになりました。病院の診察券は、知らず知らずのうちに増えて

いったのです。年を取れば自然のことだと思い、気にはしていなかったのです。 

月日は流れ、平成３０年の２月頃、偶然のことですが、南部福祉会館のプールで泳いだ

後、「心房細動」を常駐の看護婦さんが見つけてくれたのです。感謝です。 

平成３１年４月末にカテーテルアブレーションの手術をし、5 月初めに退院しました。3 ヵ

月毎に１年間外来に通い、令和元年５月、主治医に完治に近いと言われて、喜んで酒を飲

み過ぎて再発。治療がまた始まってしまいました。先生からは、再度の手術を受けないかと

言われていて、できれば受けようと思っています。 
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元気になって、ゴルフ、散歩、水泳も復活させ、これからも MAC の生活を楽しみたいと

思っています。 

 

山本 和昭 

１．入会の経緯： 

私が平塚 MAC に入会したのは平成 29 年（2017 年）の 4 月でした。入会のきっかけ

は、前年末に退職し暇ができたことと、生まれ育った平塚に住んでいるが地域社会との繋

がりが薄かったので地元との関わり合いを持ちたい等の考えから、軽い気持ちでボランテ

ィ活動でも始めるかと思っていた時、市民活動センターで各種ボランティ活動紹介の場が

あり、そこに参加。その中で、ボランティアではないが平塚 MAC の案内ブースを見つけ、

活動内容を聞くと好きなゴルフもあるとのことで入会しました。 

２．参加しての感想： 

令和元年で3年目になりました。当初はなるべく多くの活動に参加しようと思い実践して

きました。お蔭で多くの諸先輩方と知り合い、世界を広げることができて感謝しています。 

反面、あれこれ予定が詰まってきて、のんびりする時間がなくなってきています。家庭での

To Do とバランスを取りながら、活動を継続しようと思っています。 

 

渡辺 範夫 

平塚MACの創成から早や２０年が経つとのことにあらためて顧みると、この間私と会の

前半の関連はかなり頻繁に関与して、懇親を主眼とした行事を計画し、会員諸氏のご協力

を得て実施できたことを懐かしく思っている。「男の講座」の第４回に編入し、親睦を深めな

がら受講の内容を実践するために仲間作りができればと休憩時に２，３の方に話しかけ、幸

いにも賛同を得られた。 

早速当日、東海菜館で昼食会を図ったら、約２０人位の方たちが参加され、一気に纏ま

り、正式な会の必要性が提案され、結成をしようということになり、会の初回日が決まり、そ

こで名称や代表者の選出、さらに大雑把な世話人の募集、そして運営目的、規約などが順

次提案され、お互いに理解するための雑談会が必要ということになり、仲間意識を醸成す

る「サロン会」の基盤が出来上がった。その後、回を重ねるごとに内容が充実され、分科会

のようなグループに発展した。 

また、現在の会員は毎年高齢化し、活動の参加を望んでもままならず、人生１００年を生

きよというご時世に、会としてどう対処するかを会員で考察が必要ではないかと思う。もち

ろん会長はじめ全員が忌憚のない意見を述べ、また学ぶことも必要かと思う。 

この名誉ある「平塚MAC」の未来永劫に栄えあれと、切に念願する次第である。会員諸氏

と平塚MACに万歳 ！！ 

 

藁澤 愿男 

平塚 MAC の会員になり、十数年。年齢も八十の大台に乗り、参加する会も少なくなっ

てきました。料理教室と学習会、その他１，２の会に参加する程度です。 

自分はあまり人前に出ることは多くなく、会員になって多くの方々と知り合いになれたこ

とを喜びとしています。今後ともよろしくお願いいたします。 
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